
継
承
者
不
足
、
危
機
今
も

　

弁
護
団
は
熊
本
地
検
に
、

上
訴
権
の
放
棄
を
申
し
入
れ

た
。
宮
田
さ
ん
は
現
在
熊
本

市
内
の
介
護
施
設
で
寝
た
き

り
の
状
態
で
、
こ
の
日
の
法

廷
に
は
現
れ
ず
、
弁
護
団
か

ら
報
告
を
受
け
た
。

　

事
件
は
８
５
年
１
月
、
岡

村
又
雄
さ
ん
が
自
宅
で
殺
害

さ
れ
、
将
棋
仲
間
の
宮
田
さ

ん
が
逮
捕
さ
れ
た
。
一
審
途

中
で
否
認
に
転
じ
た
が
、
捜

査
段
階
の
自
白
を
根
拠
に
有

罪
と
な
っ
た
。
９
０
年
に
有

罪
判
決
が
確
定
。
宮
田
さ
ん

は
９
９
年
に
出
所
し
た
。

　

熊
本
地
裁
は
２
０
１
６
年

６
月
、
宮
田
さ
ん
が
「
凶
器

の
小
刀
の
柄
に
巻
き
、
犯
行

後
に
燃
や
し
た
」
と
説
明
し

た
シ
ャ
ツ
片
が
残
っ
て
い
た

こ
と
や
、
小
刀
と
遺
体
の
傷

の
形
状
が
一
致
し
な
い
と
す

る
法
医
学
鑑
定
書
か
ら
再
審

開
始
を
決
め
、
福
岡
高
裁
と

最
高
裁
も
支
持
し
た
。

　

今
年
２
月
の
再
審
初
公
判

　
【
共
同
】
政
府
が
１
９
９
７
〜
２
０
０
４
年
、
皇
位
継
承
資
格
者
を
女
性
皇
族
に

拡
大
で
き
る
か
ど
う
か
極
秘
の
検
討
会
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
共
同
通
信

が
２
８
日
ま
で
に
入
手
し
た
政
府
の
内
部
文
書
や
証
言
で
確
認
。
０
４
年
春
の
文
書

に
は
、
女
性
・
女
系
天
皇
を
認
め
る
皇
室
典
範
の
早
期
改
正
方
針
が
記
さ
れ
て
い
た
。

小
泉
純
一
郎
首
相
が
設
置
し
た
有
識
者
会
議
の
結
論
（
０
５
年
）
を
受
け
、
小
泉
氏

は
典
範
改
正
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た
が
、
秋
篠
宮
家
に
０
６
年
、
長
男
悠
仁
さ
ま
が

生
ま
れ
断
念
し
た
。

　

典
範
改
正
を
明
確
に
打
ち

出
し
た
０
４
年
５
月
の
文
書

に
は
、
皇
太
子
家
の
長
女

愛
子
さ
ま
の
誕
生
を
念
頭
に

「
皇
位
継
承
資
格
者
と
な
る

方
の
ご
教
育
の
時
期
に
も
鑑

み
、
早
期
に
検
討
を
開
始
す

べ
き
」と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

小
泉
氏
が
設
置
し
た
有
識

者
会
議
は
０
５
年
１
月
か
ら

議
論
を
始
め
同
年
１
１
月
、

継
承
資
格
を
女
性
皇
族
に
も

広
げ
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず

長
子
優
先
と
す
る
典
範
改
正

が
必
要
と
の
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
男
女
を
問
わ
ず
母
方

が
天
皇
の
血
筋
に
つ
な
が
る

女
系
天
皇
を
認
め
た
形
だ
。

こ
う
し
た
結
論
も
０
４
年
５

月
の
文
書
に
「
案
」
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。

　

２
度
に
わ
た
る
安
倍
晋
三

政
権
で
は
、
継
承
者
不
足
に

対
応
す
る
本
格
的
な
議
論
は

行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
皇
室

減
少
対
策
に
つ
い
て
菅
義
偉

官
房
長
官
は
今
年
３
月
、
天

皇
代
替
わ
り
後
に
速
や
か
に

検
討
す
る
意
向
を
示
し
た
。

た
だ
具
体
的
方
向
性
に
は
触

れ
て
い
な
い
。

政
府
、９
７
年
か
ら
極
秘
検
討

　

溝
国
禎
久
裁
判
長
は
、
自

白
の
重
要
部
分
が
客
観
的
事

実
と
矛
盾
す
る
と
し
た
再
審

決
定
の
判
断
を
踏
ま
え
、
確

定
判
決
が
有
罪
の
根
拠
と
し

た
自
白
の
信
用
性
を
改
め
て

否
定
。
検
察
側
証
拠
の
大
半

を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
を

「
確
定
判
決
か
ら
長
い
年
月

が
た
ち
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
判
決
を
出
す
の
が
適
当

だ
」
と
述
べ
た
。

　
【
共
同
】
熊
本
県
松
橋
町

（
現
宇
城
市
）
で
１
９
８
５

年
、
男
性
＝
当
時
（
５
９
）

＝
が
刺
殺
さ
れ
た
松
橋
事
件

の
裁
判
を
や
り
直
す
再
審

で
、
熊
本
地
裁
は
２
８
日
、

殺
人
罪
な
ど
で
懲
役
１
３
年

が
確
定
し
服
役
し
た
宮
田
浩

喜
さ
ん
（
８
５
）
に
「
犯
人

で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
が

な
く
、
殺
害
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
し
て
、
無
罪
判
決
を

言
い
渡
し
た
。
事
件
か
ら

３
４
年
が
過
ぎ
、
無
罪
が
確

定
す
る
見
通
し
。

「
犯
人
の
証
拠
な
し
」

皇
位
継
承
を
維
持
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

問
題
意
識
が
あ
っ
た
」
と
話

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
他
に
鎌

倉
節
宮
内
庁
長
官
や
大
森
政

輔
内
閣
法
制
局
長
官
ら
。
検

討
会
は
「
皇
位
継
承
問
題
を

重
要
課
題
」
と
位
置
付
け
、

政
治
や
歴
史
な
ど
の
専
門
家

も
集
め
て
議
論
を
重
ね
た
。

　

９
９
年
４
月
か
ら
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
っ
た
園
部
逸
夫

元
最
高
裁
判
事
は
、
典
範
改

正
の
課
題
や
方
向
性
を
集
約

す
る
役
割
だ
っ
た
。
旧
皇
族

の
復
帰
の
問
題
点
に
つ
い
て

も
議
論
し
た
。
皇
太
子
妃
雅

子
さ
ま
が
懐
妊
し
た
前
後
の

３
年
間
の
中
断
を
挟
み
０
３

年
５
月
か
ら
は
内
閣
官
房
、

法
制
局
、
宮
内
庁
の
幹
部
ら

が
典
範
改
正
に
向
け
た
論
点

整
理
を
進
め
た
。

政
府
が
１
９
９
７
年
か
ら
ひ
そ
か
に
、
女
性
・
女
系
天
皇
の
是

非
を
議
論
す
る
た
め
始
め
て
い
た
検
討
会
の
経
過
を
記
し
た

２
０
０
５
年
５
月
の
内
部
文
書
（
共
同
）

金粉をまとったパンに、和牛などの高級食材が使われ価
格はなんと１０万円（共同）

春
の
夜
間
特
別
拝
観
を
前
に
、
清
水
寺
で
行
わ
れ
た
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
試
験
点
灯
＝
２
８
日
午
後
、
京
都
市
（
共
同
）

女性天皇０４年に容認方針

改
元
記
念
１
０
万
円

バ

ー

ガ

ー

重
量
３
キ
ロ
、
金
粉
や
和
牛
も

　
【
共
同
】
千
葉
県
野
田
市

で
小
学
４
年
栗
原
心
愛
さ

ん
（
１
０
）
が
死
亡
し
た

事
件
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た

児
童
虐
待
の
緊
急
安
全
確
認

で
、
厚
生
労
働
省
と
文
部

科
学
省
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
２
８
日
、
児
童

相
談
所
が
在
宅
で
指
導
し
て

い
る
３
万
７
８
０
６
人
の
う

ち
２
６
２
６
人
と
面
会
で
き

ず
、
う
ち
３
５
人
は
所
在
不

明
だ
っ
た
と
す
る
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。
１
４
４
人
を

一
時
保
護
し
た
ほ
か
、
２
６

人
を
児
童
養
護
施
設
な
ど
に

入
所
さ
せ
て
お
り
、
当
初
の

児
相
判
断
が
一
部
見
直
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

全
国
の
小
中
学
校
や
教

熊
本
地
裁
、８
５
歳
宮
田
さ
ん
に

３
４
年
前
の
殺
人
、再
審
無
罪

児
童
虐
待
、
１
４
４
人
保
護

学
校
と
情
報
共
有
１
万
件
超

清
水
寺
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

侵
略
５
０
０
年
で
謝
罪
要
請

英
首
相
、
下
院
可
決
な
ら
辞
任 桜

千
本
、
幻
想
的
に

ス
ペ
イ
ン
、
法
王
に
メ
キ
シ
コ

Ｅ
Ｕ
離
脱
実
現
に
退
路
断
つ

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】
メ

キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
大
統
領
は
２
６
日
ま
で

に
、
旧
宗
主
国
の
ス
ペ
イ
ン

が
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
名
目

で
約
５
０
０
年
前
に
メ
キ
シ

コ
で
行
っ
た
侵
略
行
為
や
征

服
は
「
先
住
民
へ
の
大
虐
殺

だ
っ
た
」
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

国
王
フ
ェ
リ
ペ
６
世
と
、
ロ
ー

マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
謝

罪
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
。

　

メ
キ
シ
コ
は
１
５
２
１
年

に
当
時
の
ア
ス
テ
カ
帝
国
が

ス
ペ
イ
ン
軍
に
征
服
さ
れ
、

約
３
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て

植
民
地
化
さ
れ
た
歴
史
が
あ

る
。
ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル

氏
は
征
服
か
ら
５
０
０
年
の

節
目
と
な
る
２
０
２
１
年
に

和
解
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
い
考
え
で
「
先
住
民
に
対

す
る
人
権
侵
害
の
謝
罪
が
必

要
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
政
府
は
「
現
代

の
観
点
か
ら
５
０
０
年
前
の

出
来
事
は
判
断
で
き
な
い
」

と
拒
否
。
状
況
次
第
で
は
外

交
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

同
氏
は
昨
年
の
大
統
領
選

で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎

合
）
的
な
公
約
を
掲
げ
て
当

選
。
し
か
し
就
任
後
は
、
移

民
対
策
な
ど
で
ト
ラ
ン
プ
米

　
【
共
同
】
京
都
市
東
山
区

の
清
水
寺
で
２
８
日
、
春
の

夜
間
特
別
拝
観
が
２
９
日
か

ら
始
ま
る
の
を
前
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
試
験
点
灯
が
あ
り
、

境
内
の
約
千
本
の
桜
が
美
し

く
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

約
５
０
０
基
の
照
明
で
、

育
委
員
会
で
は
２
月
１
日

か
ら
２
週
間
以
上
欠
席
し

て
い
る
１
８
万
７
４
６
２
人

の
安
否
確
認
を
実
施
。
虐

待
の
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
１
万
２
５
４
５
人
に
つ

い
て
児
相
や
警
察
な
ど
と

情
報
共
有
を
進
め
て
い
る
。

２
０
１
８
年
度
中
に
虐
待
通

告
な
ど
で
一
時
保
護
さ
れ
た

子
ど
も
の
保
護
者
ら
に
よ
る

教
育
委
員
会
へ
の
不
当
な
要

求
も
、
４
４
件
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

両
省
は
引
き
続
き
子
ど
も

の
安
全
確
認
を
進
め
、
４
月

中
に
報
告
す
る
よ
う
現
場
に

求
め
て
い
る
。

　

緊
急
の
安
全
確
認
は
２
月

８
日
に
開
か
れ
た
関
係
閣
僚

会
議
で
安
倍
晋
三
首
相
が
実

施
を
表
明
。
２
月
１
４
日
〜

３
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
。

計
１
７
０
人
で
親
と
引
き
離

す
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
担
当
者

は
「
よ
り
意
識
を
高
め
て
確

認
を
進
め
た
結
果
」
と
話
す

に
と
ど
ま
り
、
当
初
の
判
断

の
妥
当
性
に
は
踏
み
込
ま
な

か
っ
た
。

　

児
相
が
在
宅
指
導
す
る

ケ
ー
ス
で
は
３
万
５
１
８
０

人
と
面
会
。
残
り
の
子
ど
も

の
う
ち
２
５
３
５
人
と
は
面

会
予
定
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

所
在
不
明
の
３
５
人
に
は
、

家
族
の
夜
逃
げ
や
本
人
が
家

出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
含
ま

れ
る
。
残
り
５
６
人
は
本
人

が
面
会
を
拒
否
し
た
り
、
既

に
出
国
し
た
り
し
た
子
ど
も

ら
。

　

確
認
の
結
果
、
４
０
６
１

人
で
児
相
の
援
助
方
針
を
見

直
し
、
リ
ス
ク
が
低
く
な
っ

た
と
し
て
指
導
を
解
除
し
た

ケ
ー
ス
が
７
割
を
占
め
た
。

　

教
育
現
場
で
は
、
教
職
員

ら
が
１
６
万
７
１
５
６
人
と

会
っ
て
様
子
を
確
認
。
虐
待

の
懸
念
が
払
拭
で
き
な
い
子

ど
も
や
、
受
験
・
就
職
活
動

や
病
気
療
養
と
い
っ
た
欠
席

理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
子

ど
も
に
つ
い
て
児
相
な
ど
と
の

情
報
共
有
を
進
め
た
。

松橋事件の再審判決後に、介護施設の職員から無罪を伝え
られる宮田浩喜さん＝２８日午前１１時２２分、熊本市（共同）

で
、
検
察
側
は
「
裁
判
所
に

適
切
な
判
断
を
求
め
る
」
と

述
べ
る
に
と
ど
め
、
殺
人
罪

に
つ
い
て
は
求
刑
せ
ず
、
即

日
結
審
し
た
。

　

宮
田
さ
ん
は
他
に
銃
刀
法

違
反
と
火
薬
類
取
締
法
違
反

の
罪
に
問
わ
れ
て
お
り
、
溝

国
裁
判
長
は
こ
の
日
の
判
決

で
懲
役
１
年
（
求
刑
懲
役
２

年
）
を
言
い
渡
し
た
。
宮
田

さ
ん
が
改
め
て
服
役
す
る
こ

と
は
な
い
。

　

検
討
会
開
始
の
背
景
に

は
、
天
皇
陛
下
の
孫
の
世
代

に
当
時
、
継
承
資
格
者
が
い

な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ

た
。
検
討
会
で
の
議
論
は
小

泉
政
権
時
代
の
有
識
者
会
議

の
発
足
に
つ
な
が
っ
た
。
天

皇
代
替
わ
り
ま
で
約
１
カ

月
。
悠
仁
さ
ま
以
外
に
同
世

代
の
継
承
資
格
者
は
お
ら

ず
、課
題
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。

　

検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
で
当

時
の
官
房
副
長
官
古
川
貞
二

郎
氏
は
取
材
に
「
安
定
的
な

政
権
に
弱
腰
だ
と
の
非
難
が

強
ま
っ
て
お
り
、
謝
罪
要
求

に
は
自
ら
が
訴
え
る
先
住
民

の
権
利
擁
護
の
姿
勢
を
強
調

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
伊
藤

慎
司
】
メ
イ
英
首
相
は
２
７

日
の
与
党
会
合
で
、
下
院
で

２
度
否
決
さ
れ
た
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
合
意
案
を
巡

り
、
週
内
の
実
施
を
目
指
す

３
度
目
の
採
決
で
可
決
さ
れ

た
ら
辞
任
す
る
意
向
を
表
明

し
た
。
混
迷
が
収
ま
ら
ず
に

２
９
日
の
離
脱
が
延
期
と
な

り
、
与
党
や
閣
内
か
ら
辞
任

圧
力
が
強
ま
っ
て
い
た
。
首

相
自
ら
退
路
を
断
ち
、
歴
史

的
な
Ｅ
Ｕ
離
脱
手
続
き
は
最

大
の
正
念
場
を
迎
え
る
。
た

だ
合
意
案
へ
の
与
野
党
の
反

発
は
根
強
く
、
仮
に
採
決
が

実
施
さ
れ
て
も
、
合
意
案
が

下
院
を
通
過
で
き
る
か
ど
う

か
は
な
お
不
透
明
だ
。

　

Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
は
先
週
、

英
下
院
が
２
９
日
ま
で
に
合

意
案
を
可
決
で
き
れ
ば
５
月

２
２
日
ま
で
の
延
期
を
認
め

る
と
決
定
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
は

咲
き
始
め
た
桜
が
幻
想
的
に

照
ら
し
出
さ
れ
た
。
清
水
寺

に
よ
る
と
、
見
頃
は
４
月
上

旬
と
い
う
。

　
「
清
水
の
舞
台
」
で
知
ら
れ

る
本
堂
は
、
半
世
紀
ぶ
り
と

な
る
檜
皮
屋
根
ふ
き
替
え
の

工
事
中
で
、
仮
設
の
屋
根
な

ど
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
工
事

は
２
０
２
０
年
３
月
ご
ろ
ま

で
続
く
予
定
だ
が
、
通
常
通

り
参
拝
で
き
る
。

　

夜
間
特
別
拝
観
は
２
９
日

〜
４
月
７
日
の
午
後
６
〜
９

時
。
拝
観
料
は
高
校
生
以

上
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円
。

す
る
狙
い
も
あ
る
と
の
見
方

が
あ
る
。

　

ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
氏

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
、
ス
ペ
イ
ン

軍
に
破
壊
さ
れ
た
遺
跡
前
で

「
彼
ら
は
（
先
住
民
の
）
神

殿
の
上
に
教
会
を
建
て
た
」

と
批
判
す
る
映
像
も
投
稿
し

た
。

　
【
共
同
】
高
級
ホ
テ
ル
の

グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

（
東
京
・
六
本
木
）
は
、
新

天
皇
の
即
位
と
改
元
を
記
念

し
、
１
０
万
円
の
巨
大
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
を
４
月
１
日
か
ら

６
月
末
ま
で
館
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
オ
ー
ク　

ド
ア
」
で

提
供
す
る
。
重
さ
は
約
３
キ

ロ
で
金
粉
を
あ
し
ら
い
、
和

牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
ぜ
い

た
く
に
使
う
。
６
〜
８
人
程

度
で
分
け
て
食
べ
る
の
が
お

薦
め
と
い
う
。

　

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
直
径
約

２
５
セ
ン
チ
、
高
さ
約
１
５

セ
ン
チ
。
金
粉
を
ま
と
っ
た

パ
ン
で
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
や
和

牛
の
ス
テ
ー
キ
、
約
１
キ
ロ

の
米
国
産
牛
肉
の
パ
テ
を
挟

む
。
客
の
前
で
ト
リ
ュ
フ
を

削
る
演
出
も
あ
る
。
ワ
イ
ン

１
本
を
付
け
る
。

こ
の
場
合
、
７
月
ご
ろ
ま
で

に
首
相
が
交
代
す
る
と
の
見

通
し
を
伝
え
た
。
６
月
に
大

阪
で
開
か
れ
る
２
０
カ
国
・

地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳
会
合

が
最
後
の
外
遊
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

一
方
、
下
院
は
２
７
日
、

膠
着
状
態
打
開
に
向
け
、
合

意
案
に
代
わ
る
八
つ
の
選
択

肢
を
対
象
に
し
た
投
票
を
実

施
し
た
。
投
票
は
法
的
拘
束

力
が
な
く
議
員
の
支
持
動
向

を
探
る
目
的
で
、
離
脱
撤
回

や
合
意
な
き
離
脱
、
Ｅ
Ｕ
と

の
経
済
関
係
重
視
な
ど
各
案

の
賛
否
を
諮
っ
た
が
、
ど
れ

も
過
半
数
に
届
か
な
か
っ
た
。

下
院
は
同
日
、
Ｅ
Ｕ
が
決
め

た
離
脱
延
期
を
正
式
に
承
認

し
た
。

　

首
相
官
邸
に
よ
る
と
、
メ

イ
氏
は
会
合
で「
新
し
い
リ
ー

ダ
ー
を
望
む
声
が
党
内
に
あ

る
の
は
理
解
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
離
脱
後
に
Ｅ
Ｕ
と
始

め
る
通
商
協
議
な
ど
を
念
頭

に
「
離
脱
交
渉
の
次
の
段
階
」

を
邪
魔
す
る
つ
も
り
は
な
い

と
辞
意
を
示
す
一
方
、「
歴

史
的
義
務
を
果
た
す
た
め
に

合
意
案
を
支
持
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。
た
だ
、
可
決
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
に

は
触
れ
て
い
な
い
。

　

メ
イ
氏
は
昨
年
１
１
月
、

Ｅ
Ｕ
側
と
合
意
案
を
ま
と

め
た
が
、
Ｅ
Ｕ
規
則
に
縛
ら

れ
続
け
る
余
地
を
残
す
内
容

で
、
与
野
党
双
方
の
反
発
を

招
い
た
。
合
意
に
基
づ
く
離

脱
の
実
現
に
は
下
院
承
認
が

必
要
だ
が
、
合
意
案
は
１
月

と
今
月
、
大
差
で
否
決
さ
れ

た
。

　

Ｅ
Ｕ
側
は
新
た
な
譲
歩
を

拒
否
。
与
党
議
員
の
一
部
は

合
意
案
支
持
と
引
き
換
え
に

辞
任
時
期
を
明
示
す
る
よ
う

メ
イ
氏
に
迫
っ
て
い
た
。
英
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
今
回
の

辞
意
表
明
を
受
け
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
前
外
相
ら
が
反
対
か
ら

支
持
に
回
っ
た
。
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軍
部
か
ら
も
不
快
感
表
明

防
止
法
で
は
、
カ
イ
シ
ャ
・

ド
イ
ス
関
連
事
件
も
、
資
金

洗
浄
や
犯
罪
組
織
形
成
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
一
般
裁

判
所
で
裁
く
よ
う
定
め
て
い

る
。
モ
ロ
法
相
は
「
最
高
裁

へ
の
敬
意
は
変
わ
ら
な
い
。

選
挙
裁
の
存
在
も
当
然
尊
重

す
る
。
だ
が
、
選
挙
裁
に
は

カ
イ
シ
ャ
・
ド
イ
ス
関
連
で

回
っ
て
来
る
汚
職
裁
判
全
て

を
行
う
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
な

い
。
解
決
策
は
犯
罪
防
止
法

の
早
期
制
定
」
と
続
け
た
。

　

２
５
日
に
は
、
ラ
ケ
ル･

ド
ッ
ジ
連
邦
検
察
庁
長
官
が

「
連
邦
裁
判
事
も
選
挙
違
反

裁
判
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
」
と
語
っ
た
。
シ
ス

テ
ム
上
、
汚
職
捜
査
は
連
邦

検
察
が
担
当
す
る
が
、
選
挙

裁
判
所
は
州
判
事
の
管
轄
と

な
る
。
同
長
官
の
提
言
は
、

「
連
邦
検
察
が
起
訴
し
た
事

件
を
連
邦
判
事
が
扱
え
る
よ

う
に
」
と
の
狙
い
だ
。

　

同
法
相
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
・

マ
イ
ア
下
院
議
長
と
の
あ
つ

れ
き
に
関
し
て
も
質
問
さ
れ

　

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
発
し
た
１
９
６
４
年
３
月
３
１
日
か
ら
５
５
年
が
経
つ

こ
と
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
軍
に
指
示
し

た
こ
と
が
、
法
務
関
係
者
や
軍
部
、
国
民
に
ま
で
大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

２
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

局
が
、
大
統
領
の
指
示
へ
の

疑
問
な
ど
を
検
察
庁
に
提
出

し
た
た
め
だ
。

　

だ
が
、
市
民
団
体
や
司

法
関
係
機
関
の
動
き
に
も

関
わ
ら
ず
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
２
７
日
の
Ｔ
Ｖ

番
組
で
、「
あ
れ
は
ク
ー
デ

タ
ー
で
は
な
い
」「
伯
国
が

キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
な
国
に
な

る
の
を
防
い
だ
の
だ
」と
し
、

１
９
８
５
年
ま
で
続
い
た
軍

事
政
権
を
擁
護
し
た
。

　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
外
相
も
同
日
、
軍
事
政

権
発
足
は
「
ク
ー
デ
タ
ー
で

は
な
い
」「
伯
国
が
誤
っ
た

方
向
に
行
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
必
要
な
運
動
だ
っ

た
」
と
擁
護
し
た
。

　

だ
が
、
伯
国
の
軍
事
政
権

で
は
、
政
治
犯
と
さ
れ
た
人

約
２
万
人
が
強
制
連
行
さ
れ

　

２
７
日
、
問
題
続
き
の
教

育
相
リ
カ
ル
ド
・
ヴ
ェ
レ

ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
が
下
院

の
委
員
会
に
参
加
し
た
。
２

月
に
は
、「
学
校
で
の
国
歌

斉
唱
の
録
画
提
出
」
を
要
求

す
る
手
紙
を
全
国
に
送
り
大

不
評
。
３
月
に
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
極
右
思
想
の

た
刑
務
所
で
拷
問
を
受
け
、

約
４
０
０
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ア
ン
・

グ
ラ
ー
ル
大
統
領
の
職
責
を

強
制
剥
奪
。
以
後
２
１
年
に

わ
た
り
、
大
統
領
の
直
接
選

挙
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
他
に
も
、
職
責
を
剥
奪
さ

れ
た
り
、
亡
命
し
た
り
し
た

政
治
家
な
ど
が
続
出
し
た
。

　

軍
政
下
で
命
を
落
と
し
た

政
治
犯
の
遺
族
ら
は
、
記
念

行
事
を
と
り
や
め
さ
せ
る
よ

う
、
最
高
裁
に
訴
え
る
た
め

の
嘆
願
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
８
８
年
に
制
定
さ
れ

た
憲
法
で
も
、
軍
事
政
権
時

代
は
「
民
主
政
治
不
在
で
、

人
権
意
識
に
も
欠
け
て
い

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
７
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
軍
高
官
の

間
で
も
今
回
の
大
統
領
の
支

持
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
な

い
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
い

る
と
い
う
。
た
だ
、
現
時
点

で
考
え
ら
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
兵
士
ら
が
集
ま
っ
た

場
で
３
月
３
１
日
を
記
念
す

る
文
書
を
読
み
上
げ
る
、
卒

業
式
を
行
う
、
展
示
を
行
う

大
統
領「
軍
政
開
始
を
祝
え
」に

た
。
法
相
は
「
犯
罪
防
止
法

は
社
会
保
障
制
度
問
題
と
並

行
し
て
審
議
で
き
る
」
と
考

え
、
検
討
委
員
会
を
設
置
す

れ
ば
審
議
が
遅
れ
る
と
苦
言

を
呈
し
た
が
、
マ
イ
ア
議
長

は
「
ど
の
法
案
の
審
議
を
優

先
す
る
か
は
大
統
領
と
も
協

議
済
み
。
法
相
は
大
統
領
の

下
の
立
場
。
文
句
が
あ
る
な

ら
大
統
領
に
」
と
し
、「
新

し
い
犯
罪

防
止
法
は
、

モ
ラ
エ
ス

最
高
裁
判

事
が
か
つ

て
出
し
た

法
案
の
焼

き
直
し
」

と
ま
で
言

い
放
っ
た
。

　

法
相
は
、

「
議
長
と
の

一
件
は
大

げ
さ
に
報

れ
て
い
る
裁
判
の
妨
げ
に
も

な
り
う
る
。

　

検
察
は
選
挙
犯
罪
と
は
見

て
い
な
い
の
に
被
告
側
が
立

件
さ
れ
た
疑
惑
は
選
挙
絡
み

と
主
張
し
、
こ
れ
ま
で
の
裁

判
を
無
効
に
し
、
選
挙
裁
に

送
る
よ
う
訴
え
る
、
複
雑
な

汚
職
犯
罪
が
「
選
挙
違
反
か

否
か
」
の
視
点
だ
け
で
裁
か

れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
態

は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
犯
罪

　

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
は

２
６
日
、
ラ
ジ
オ
で
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、「
選

挙
資
金
の
二
重
帳
簿
（
カ
イ

シ
ャ
・
ド
イ
ス
）
関
連
事
件

の
裁
判
は
選
挙
裁
扱
い
と
す

る
」
と
の
最
高
裁
の
決
定
に

苦
言
を
呈
し
た
と
、
同
日
付

Ｇ
１
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

カ
イ
シ
ャ
・
ド
イ
ス
関
連

事
件
を
全
て
選
挙
裁
扱
い
に

す
る
と
、
ラ
ヴ
ァ･

ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
で
摘
発
、

立
件
さ
れ
、
既
に
ク
リ
チ
ー

バ
連
邦
地
裁
な
ど
で
進
め
ら

マ
イ
ア
議
長
と
も
微
妙
な
仲
？

危
険
度
最
悪
の
ダ
ム
増
え
る

犯
罪
防
止
法
骨
抜
き
の
動
き
も

道
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。
も
う

解
決
し
た
こ
と
」と
語
っ
た
。

　

だ
が
、
犯
罪
防
止
法
検
討

委
員
会
と
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
モ
ラ
エ
ス
最
高
裁
判

事
が
統
括
す
る
司
法
関
係
者

の
委
員
会
の
双
方
で
報
告
官

を
務
め
る
ジ
ョ
ゼ
・
ア
ウ
グ

ス
ト
下
議
（
共
和
党
・
Ｐ
Ｒ
）

が
２
６
日
に
、
早
期
承
認
の

妨
げ
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
、
三
軍

の
司
令
官

ら
に
、
３

月
３
１
日

を
祝
う
公

的
行
事
開

催
を
避
け

る
よ
う
に

と
勧
告
し

た
。
こ
れ

は
大
統
領

の
意
思

決
定
か
ら

４
８
時
間

以
内
に
、

１
８
州
と

連
邦
直
轄

区
の
検
察

セルジオ・モロ法相（Marcelo Camargo / Ag.Brasil）

２８日のボウソナロ氏（Antonio Cruz/ Agência Brasil）

ク
ー
デ
タ
ー
か
革
命
か

ミナス州 程
度
の
も
の
だ
と
い
う
。

　

２
７
日
に
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ア
ゼ
ヴ
ェ
ド
・
エ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
国
防
相
が
署
名
、
公

表
し
た
「
１
９
６
４
年
３
月

３
１
日
」
と
題
す
る
文
書
に

は
、「
冷
戦
の
最
中
に
起
き

た
出
来
事
が
、
全
体
主
義
に

向
か
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
た
動
き
を
止
め
た
」
と

い
っ
た
文
言
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

他
方
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
２
７
日
、
今
回
の
件
に

関
す
る
学
生
た
ち
か
ら
の
猛

烈
な
抗
議
運
動
に
会
い
、
聖

市
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
で
行

わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
討
論
会

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
連
日
、
大
統

領
と
の
確
執
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下

師
匠
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
と
の
確
執

か
ら
教
育
省
内
の
人
事
更
迭

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
同
教

育
相
に
対
し
て
不
信
感
を
抱

く
下
議
は
少
な
く
な
く
、
厳

し
い
意
見
が
次
々
と
浴
び
せ

ら
れ
た
た
め
、
こ
の
日
の
う

ち
に
、
一
時
的
で
は
あ
る

が
、
同
教
育
相
更
迭
説
が
流

れ
た
ほ
ど
だ
。
だ
が
、
同
氏

更
迭
は
、
大
統
領
と
ヴ
ェ
レ

ス
氏
本
人
に
よ
っ
て
否
定
さ

れ
た
。
だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
へ

の
外
遊
が
終
わ
っ
た
ら
話
を

す
る
」と
の
意
味
深
発
言
も
。

ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
の
ヴ
ェ
レ
ス
教
育
相
に

対
し
、
も
っ
と
も
厳
し
い
質

問
を
浴
び
せ
て
注
目
を
浴

び
た
の
は
タ
バ
タ
・
ア
マ

ラ
ル
下
議
（
民
主
労
働
党
・

Ｐ
Ｄ
Ｔ
）。
聖
市
出
身
の
弱

冠
２
５
歳
の
１
年
生
議
員
だ

が
、「
あ
な
た
は
教
育
に
お
け

る
問
題
点
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
示
す
こ
と
さ
え
で
き
な

い
。
質
問
に
応
え
る
以
前
に

重
要
な
デ
ー
タ
さ
え
把
握
で

き
て
い
な
い
」
と
堂
々
と
批

判
し
た
。
貧
し
い
家
庭
か
ら

米
国
の
名
門
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

大
学
を
卒
業
し
た
才
媛
に
対

す
る
将
来
へ
の
期
待
は
、
こ

の
日
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
６
、２
７
日
の
聖
州
選

手
権
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
々
決
勝
第
２
試
合
の
結

果
、
準
決
勝
に
進
出
し
た
の

は
や
は
り
、
聖
州
４
強
だ
っ

た
。
う
ち
、
コ
リ
ン
チ
ャ
ン

ス
は
フ
ェ
ロ
ヴ
ィ
ア
リ
ア
相

手
に
大
苦
戦
し
、
２
試
合
引

き
分
け
か
ら
の
Ｐ
Ｋ
戦
で
の

勝
ち
上
が
り
だ
っ
た
。
準
決

勝
の
組
み
合
わ
せ
は
３
０
日

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
対
パ
ル
メ
イ

ラ
ス
、
３
１
日
が
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
対
サ
ン
ト
ス
だ
。

　

ホ
ン
ダ
サ
ウ
ス
ア
メ
リ

カ
・
リ
ミ
タ
ー
ダ
（
以
下
「
南

米
ホ
ン
ダ
」）
は
２
７
日
、

聖
州
イ
チ
ラ
ピ
ナ
市
で
工
場

稼
動
式
を
行
っ
た
と
、
２
８

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

た
。

　

南
米
ホ
ン
ダ
は
１
３
年

に
新
工
場
の
建
設
を
開
始
。

１
６
年
に
完
成
し
た
が
、
そ

の
時
は
伯
国
の
景
気
が
落
ち

込
ん
で
い
た
た
め
、
す
ぐ
に

稼
動
を
開
始
せ
ず
、
景
気
回

復
を
待
つ
判
断
を
し
た
。

　

伯
国
の
年
間
自
動
車
販
売

台
数
が
３
８
０
万
台
の
新
記

録
を
出
し
た
１
４
年
に
、
南

米
ホ
ン
ダ
は
１
０
億
レ
ア
ル

規
模
の
投
資
計
画
を
発
表
。

１
９
９
７
年
に
建
設
さ
れ
た

聖
州
ス
マ
レ
市
の
工
場
は
当

時
、
休
日
返
上
で
追
加
勤
務

体
制
を
敷
き
、
年
間
１
２
万

台
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
生
産
を

行
っ
た
。

　

イ
チ
ラ
ピ
ナ
工
場
を
建
設

し
、
１
６
年
か
ら
生
産
能
力

を
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
計
画

は
、
２
千
人
分
の
新
規
雇
用

を
創
出
す
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
１
４
年
半
ば
か
ら

１
６
年
末
ま
で
続
い
た
長
期

の
景
気
後
退
に
よ
り
、
国
内

の
自
動
車
販
売
台
数
が
ピ
ー

ク
時
の
半
分
程
度
に
落
ち
込

み
、
計
画
休
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
１
７
年
以
降
、
景

気
は
徐
々
に
回
復
し
た
が
、

今
年
の
販
売
台
数
予
測
は

２
９
０
万
台
で
、
１
４
年
の

７
６
％
程
度
だ
。

　

南
米
ホ
ン
ダ
の
イ
サ
オ
・

ミ
ゾ
グ
チ
社
長
は
、「
生
産

台
数
を
上
げ
る
ほ
ど
、
景
気

は
改
善
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
設
備
も
新
し
い
工
場
で

製
造
し
た
ほ
う
が
、
コ
ス
ト

は
抑
え
ら
れ
る
」
と
語
り
、

ト
ー
タ
ル
で
の
生
産
台
数
は

増
や
さ
な
い
方
針
だ
。

　

南
米
ホ
ン
ダ
は
今
後
、
ス

マ
レ
か
ら
イ
チ
ラ
ピ
ナ
に

自
動
車
生
産
を
移
し
て
い

き
、
ス
マ
レ
工
場
に
は
モ
ー

タ
ー
や
各
種
部
品
製
造
を

集
中
さ
せ
る
予
定
だ
。
ま

た
、
調
査
や
管
理
業
務
も
ス

マ
レ
に
集
め
る
。
車
の
生
産

は
２
０
２
１
年
ま
で
に
イ
チ

ラ
ピ
ナ
工
場
に
一
本
化
さ
れ

る
。
そ
の
時
点
の
生
産
能
力

は
年
間
１
２
万
台
と
な
る
見

込
み
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
ミ
ナ
ス
州

内
に
あ
る
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
の
鉱

滓
ダ
ム
の
内
三
つ
が
、
い
つ

決
壊
事
故
が
起
き
て
も
不
思

議
で
は
な
い
と
さ
れ
る
警
戒

レ
ベ
ル
３
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
と
２
７
、２
８
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
月
２
５
日
に
起
き
た
ブ

ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
の
鉱
滓
ダ

ム
決
壊
事
故
の
後
、
積
み

上
げ
式
ダ
ム
の
警
戒
レ
ベ
ル

の
見
直
し
が
続
い
て
い
る
。

２
２
日
に
は
バ
ロ
ン
・
デ
・

コ
カ
イ
ス
市
ゴ
ン
ゴ
・
ソ
コ

鉱
山
の
ダ
ム
、
ス
ル
・
ス

ペ
リ
オ
ル
の
警
戒
レ
ベ
ル
が

３
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
回

は
、オ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
（
Ｏ

Ｐ
）
市
フ
ァ
ブ
リ
カ
鉱
山
内

の
フ
ォ
ル
キ
ー
リ
ャ
１
と
同

３
、
ノ
ヴ
ァ
・
リ
マ
（
Ｎ
Ｌ
）

市
マ
ル
・
ア
ズ
ル
鉱
山
内
の

Ｂ
３
／
Ｂ
４
の
三
つ
の
ダ
ム

の
警
戒
レ
ベ
ル
が
３
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

　

同
州
防
災
局
に
よ
る
と
、

両
市
で
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
が

２
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以
降

（
Ｎ
Ｌ
市
は
２
月
１
６
日
、

Ｏ
Ｐ
市
は
同
２
０
日
）
に
、

決
壊
後
３
０
分
で
鉱
滓
が
到

達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
、
半

径
１
０
キ
ロ
以
内
の
Ｚ
Ａ
Ｓ

と
呼
ば
れ
る
地
域
の
人
（
Ｎ

Ｌ
市
３
０
５
人
、
Ｏ
Ｐ
市
約

７
５
人
）
を
退
去
さ
せ
て
お

り
、
今
回
の
レ
ベ
ル
引
き
上

げ
に
伴
う
緊
急
退
避
は
不
要

だ
と
い
う
。
だ
が
、
警
戒
レ

ベ
ル
引
き
上
げ
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら
さ
れ
た
。

　

ダ
ム
が
決
壊
し
た
ら
、
約

１
時
間
で
鉱
滓
到
達
と
さ
れ

る
Ｎ
Ｌ
市
オ
ノ
リ
オ
・
ビ
カ

リ
ョ
地
区
の
住
民
２
９
０
０

人
も
退
避
が
必
要
と
な
る
。

Ｏ
Ｐ
市
で
は
市
中
央
部
に
鉱

滓
が
到
達
す
る
事
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
２
７

日
夜
も
、
Ｚ
Ａ
Ｓ
以
外
の
地

区
の
住
民
４
人
に
退
去
命
令

が
出
た
と
い
う
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
は
、
２
月

１
８
日
に
国
家
鉱
業
庁
（
Ａ

Ｎ
Ｍ
）
が
出
し
た
基
準
に

従
っ
て
、
同
社
が
契
約
し
た

会
社
が
出
し
た
勧
告
に
基
づ

い
て
警
戒
レ
ベ
ル
を
引
き
上

げ
た
と
説
明
。
鉱
滓
到
達
に

は
１
時
間
以
上
か
か
る
Ｚ
Ｓ

Ｓ
と
称
す
る
地
区
住
民
の
避

難
訓
練
な
ど
は
、
防
災
局
な

ど
の
支
援
を
得
て
行
う
意
向

だ
。

　

同
社
子
会
社
の
サ
マ
ル
コ

社
が
管
理
し
て
い
た
フ
ン
ダ

ン
・
ダ
ム
決
壊
で
大
打
撃
を

受
け
た
マ
リ
ア
ー
ナ
市
は
、

鉱
業
を
中
心
に
経
済
活
動
が

大
幅
に
縮
小
し
、
財
政
が
困

窮
。
２
５
日
に
財
政
上
の
非

常
事
態
を
宣
言
し
た
。

　

他
方
、
労
働
検
察
局
は

２
５
日
、
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ

の
ダ
ム
決
壊
に
伴
う
裁
判
の

た
め
、
１
９
件
の
起
訴
状

を
用
意
し
終
え
た
。
２
７

日
に
は
遺
族
へ
の
賠
償
金

５
０
０
万
レ
ア
ル
を
求
め
る

訴
訟
も
起
こ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
２
日
に
起
き
た

バ
ロ
ン
・
デ
・
コ
カ
イ
ス
の

ダ
ム
の
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上

げ
後
、
ミ
ナ
ス
州
地
裁
は
住

民
へ
の
賠
償
資
金
と
し
て
新

た
に
、
Ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
社
の
資
産

２
９
億
５
千
万
レ
ア
ル
の
差

し
押
さ
え
を
命
じ
た
。

　

２
７
日
、
家
庭
内
暴
力
を

振
る
わ
れ
た
被
害
者
が
、
す

ぐ
に
離
婚
を
申
請
す
る
こ
と

を
認
め
る
、
マ
リ
ア
・
ダ
・

ペ
ー
ニ
ャ
法
改
正
案
が
下
院

で
承
認
さ
れ
た
。
２
８
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
な
ど
が
報
じ

て
い
る
。

　

こ
の
法
案
の
提
案
者
は
ル

イ
ス
・
リ
マ
下
議
（
社
会
自

由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
で
、「
離

婚
の
過
程
を
迅
速
化
し
、
被

害
者
や
子
供
と
加
害
者
と
の

関
係
を
速
や
か
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
で
、
被
害
者
と
子
供

を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
こ
の
法
案
は
政
党

リ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら
も
好
意

的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
緊
急

課
題
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
委
員
会
を
通

す
必
要
も
な
く
、
先
週
か
ら

審
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

　

２
７
日
は
エ
リ
カ
・
コ
カ

イ
下
議
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）

が
、「
家
庭
内
暴
力
を
受
け

た
女
性
が
で
き
る
だ
け
早
く

男
性
と
の
関
係
を
解
消
で
き

る
よ
う
」、
即
座
に
離
婚
請

求
で
き
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

こ
と
や
、
離
婚
に
関
す
る
判

決
を
行
う
際
は
、
資
産
分
割

問
題
を
扱
わ
な
く
て
も
よ
い

（
こ
の
問
題
は
後
日
扱
え
る

よ
う
に
す
る
）
こ
と
を
盛
り

込
む
修
正
動
議
を
出
し
た
。

同
日
、
承
認
さ
れ
た
改
正
案

は
、
こ
れ
ら
の
修
正
動
議
を

含
ん
だ
も
の
だ
。

　

同
法
案
は
今
後
、
上
院
に

回
さ
れ
る
。
上
院
で
も
承
認

さ
れ
、
大
統
領
が
裁
可
す
れ

ば
、
正
式
に
法
改
正
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月28日午後 5時現在
米ドル相場

売　3.9174  R$
買　3.9167  R$

円相場
売　0.0354  R$
買　0.0354  R$

政治犯遺族や一般国民が大反発
　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
連
邦
地
裁
の

イ
ラ
ニ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
ダ
・

ル
ス
判
事
は
２
７
日
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
２
５
日
に

出
し
た
、
３
月
３
１
日
に
関

す
る
指
示
に
つ
い
て
、「
な

ぜ
、
そ
れ
を
祝
う
こ
と
が
正

当
な
の
か
の
説
明
」
を
５
日

以
内
に
行
う
よ
う
命
じ
た
。

　

ま
た
、
連
邦
検
察
庁
は
同

イ
チ
ラ
ピ
ナ
市
に
新
工
場

た
だ
し
生
産
台
数
は
増
や
さ
ず

オ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
と
ノ
ヴ
ァ
・
リ
マ

モロ法相

二
重
帳
簿
問
題
で
独
自
の
見
解

（２）２０１９年 第５２１０号 ３月 ２９日 （金曜日）

南米ホンダ

家
庭
内
暴
力
直
後
に
離
婚
許
可

下
院
で
好
意
的
な
評
価
得
、承
認

「
二
審
有
罪
判
決
後
に
禁
固

刑
執
行
開
始
」
の
項
目
を
外

す
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と

の
立
場
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
モ
ロ
法
相
は
２
７

日
の
上
院
憲
政
委
員
会
で
、

「
早
期
承
認
の
た
め
だ
け
に

汚
職
防
止
関
連
項
目
を
犯
罪

防
止
法
案
か
ら
削
る
な
ら
、

同
法
案
を
取
り
下
げ
た
方
が

ま
し
」
と
語
っ
た
。

　

モ
ロ
法
相
の
苦
悩
は
こ
れ

だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
市
民

団
体
な
ど
の
議
会
審
議
参
加

を
促
進
す
る
た
め
の
下
院
法

務
委
員
会
が
、
２
７
日
に
満

場
一
致
で
モ
ロ
法
相
の
召
喚

を
決
め
た
の
だ
。
野
党
の
自

由
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
か

ら
の
召
喚
要
請
は
、「
犯
罪

防
止
法
案
や
１
月
に
出
さ
れ

た
銃
規
制
緩
和
の
大
統
領
令

は
、
関
係
機
関
や
国
民
の
声

を
十
分
に
聞
い
て
い
な
い
」

と
い
う
理
由
で
出
さ
れ
た
。

院
議
長
も
、「
私
は
軍
事
政

権
で
迫
害
を
受
け
た
人
物
の

子
供
」
と
し
、
不
快
感
を
口

に
し
た
。
同
氏
の
父
セ
ー
ザ

ル
氏
は
軍
政
時
代
に
チ
リ
に

亡
命
し
、
そ
の
時
代
に
マ
イ

ア
氏
が
生
ま
れ
て
い
る
。



麻
州
（
３
６
８
・
１
人
）、

ゴ
イ
ア
ス
（
３
５
５
・
４

人
）、
ミ
ナ
ス
（
２
６
１
・
２

人
）、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

（
２
２
２
・
５
人
）、
連
邦
直

轄
区
（
１
１
６
・
５
人
）
な

ど
は
、
要
注
意
だ
。

　

地
域
別
擬
似
症
患
者
は
、

南
東
部
の
１
４
万
９
８
０
４

人
で
６
５
・
４
％
を
占

め
た
の
が
最
多
だ
。
以

下
、
中
西
部
４
万
３
３
６

人
（
１
７
・
６
％
）、
北

東
部
１
万
７
１
３
７

人
（
７
・
５
％
）、
北
部

１
万
５
１
８
３
人
（
６
・

６
％
）、
南
部
６
６
０
４
人

（
２
・９
％
）
と
続
く
。

　

ま
た
、
デ
ン
グ
熱
同
様
に

ネ
ッ
タ
イ
シ
マ
カ
が
媒
介
す

る
ジ
カ
熱
は
、
３
月
２
日
ま

で
に
２
０
６
２
人
が
感
染
。

昨
年
同
期
は
１
９
０
８
人
の

ン
グ
ニ
ア
熱
は
、
３
月
１
６

日
ま
で
に
１
万
２
９
４
２

人
（
１
０
万
人
当
た
り

６
・
２
人
）
の
患
者
が
確

認
さ
れ
た
が
、
昨
年
同
期

の
２
万
３
４
８
４
人
よ
り

４
４
％
減
少
し
た
。

　

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
の
患

者
発
生
率
が
最
も
高
い
の

は
リ
オ
州
の
３
９
・
４
人

で
、
以
下
、
ト
カ
ン
チ
ン

ス
２
２
・
５
人
、
パ
ラ
ー

１
８
・
９
人
、
ア
ク
レ
８
・
６

人
と
続
い
て
い
る
。
今
年
は

ま
だ
チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
で
の

死
者
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い

が
、
昨
年
同
期
は
９
人
の
死

者
が
出
て
い
た
。（
２
５
日

付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ

ル
、
同
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
よ

り
、
２
７
日
掲
載
）

　

保
健
省
が
２
５
日
、
３
月

１
６
日
ま
で
の
１
１
週
間
に

確
認
さ
れ
た
デ
ン
グ
熱
患
者

は
２
２
万
９
０
６
４
人
で
、

昨
年
同
期
の
２
６
４
％
増
と

発
表
し
た
。

　

１
月
１
日
〜
３
月
１
６
日

の
患
者
が
２
２
万
９
千
人
に

及
ん
だ
事
で
、
患
者
の
発

生
率
は
１
０
万
人
当
た
り

１
０
９
・９
人
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
デ
ン
グ

熱
に
よ
る
死
者
は
６
２
人

で
、
昨
年
同
期
の
３
７
人
を

６
７
％
上
回
っ
た
。
死
者
が

最
も
多
い
の
は
聖
州
で
、
全

年
頭
の
１
１
週
間
で
２
３
万
人

レ
ア
ル
以
上
手
に
入
れ
た

わ
。
詳
細
は
こ
ち
ら
の
リ
ン

ク
」
と
や
り
返
し
た
の
だ
。

　

ベ
ッ
チ
ー
ナ
・
ル
ド
ル
フ

氏
は
エ
ン
ピ
リ
ク
ス
社
の
社

員
で
、
騒
動
の
最
中
も
新
聞

や
ラ
ジ
オ
の
取
材
を
受
け
、

Ｔ
Ｖ
の
ト
ー
ク
番
組
に
も

出
て
い
る
が
、「
１
５
２
０

レ
ア
ル
か
ら
始
め
た
投
資
だ

け
で
１
４
２
万
レ
ア
ル
の
資

産
を
作
っ
た
と
は
言
っ
て
な

い
」「
父
親
の
援
助
も
あ
っ

た
」
な
ど
と
、
こ
と
の
真
偽

を
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。

　

騒
動
が
大
き
く
な
る
中
、

遂
に
聖
州
の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
）
は

１
９
日
、
エ
ン
ピ
リ
ク
ス
に

対
し
て
Ｃ
Ｍ
の
内
容
は
本
当

で
あ
る
事
を
証
明
す
る
よ
う

に
勧
告
し
た
。
ま
た
国
家
広

告
審
議
会
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
）

も
エ
ン
ピ
リ
ク
ス
社
へ
の
法

的
措
置
を
検
討
し
て
い
る
。

（
１
５
、１
９
日
付
の
サ
イ

ト
、
コ
レ
イ
オ
・
ブ
ラ
ジ
リ

エ
ン
セ
よ
り
、２
３
日
掲
載
）

「株で貴方も１００万レアル！」と呼びかけ
るベッチーナ（YoTube）

誇
大
広
告
の
疑
い
有
り

アマゾナス州

　

伯
国
音
楽
史
上
有
数
の
人

気
ア
イ
ド
ル
・
デ
ュ
オ
、
サ

ン
デ
ィ
＆
ジ
ュ
ニ
オ
ル
が

１
２
年
ぶ
り
の
再
結
成
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な

り
、チ
ケ
ッ
ト
獲
得
の
た
め
、

長
蛇
の
列
が
で
き
て
、
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

　

サ
ン
デ
ィ
＆
ジ
ュ
ニ

オ
ル
は
、
姉
サ
ン
デ
ィ

(

１
９
８
３
年
生
ま
れ)

と
弟
ジ
ュ
ニ
オ
ル
・
リ
マ

（
１
９
８
４
年
生
ま
れ
）
の

姉
弟
に
よ
る
デ
ュ
オ
。
二
人

は
１
９
９
０
年
、
そ
れ
ぞ
れ

７
歳
と
６
歳
の
と
き
に
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い
た

が
、
１
９
９
９
年
に
発
表
し

た
ア
ル
バ
ム
「
ア
ス
・
ク
ア

ト
ロ
・
エ
ス
タ
ソ
ン
エ
ス
」

が
２
５
０
万
枚
の
記
録
的
な

ビ
ッ
グ
・
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
的
ア
イ

ド
ル
の
座
を
決
定
的
な
も
の

と
し
た
。

　

以
後
、
出
す
曲
出
す
曲

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
い
た
が
、

２
０
０
７
年
に
解
散
。
そ
の

後
は
ソ
ロ
に
転
じ
て
い
た
。

　

だ
が
、
こ
の
３
月
、
２
人

は
再
結
成
を
宣
言
し
た
。
理

２
０
日
か
ら
Ｈ
１
Ｎ
１
の
予
防
接
種

死
者
２
８
人
の
事
情
鑑
み
、
前
倒
し

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
鉱
滓
流
入

　
「
世
界
水
の
日
」
の
２
２

日
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・
ア
ト

ラ
ン
チ
カ
財
団
が
、
大
西
洋

岸
森
林
（
マ
ッ
タ
・
ア
ト
ラ

ン
チ
カ
）
内
の
２
２
０
河
川

の
水
質
を
調
べ
た
結
果
、
１

月
２
５
日
に
ミ
ナ
ス
州
ブ
ル

マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
起
き
た
ダ
ム

決
壊
で
流
出
し
た
鉱
滓
が
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
に
流

入
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た

事
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
で

の
観
測
点
は
１
２
カ
所
で
、

フ
ェ
リ
ク
ス
ラ
ン
ジ
ア
市
と

ポ
ン
ペ
ウ
市
の
間
に
あ
る
レ

チ
ロ
・
バ
イ
シ
ョ
発
電
所
の

貯
水
ダ
ム
か
ら
、
同
川
上
流

の
ト
レ
ス
・
マ
リ
ア
ス
発
電

所
の
貯
水
ダ
ム
ま
で
の
９
カ

所
の
水
質
が
、
使
用
に
適
さ

な
い
「
悪
い
」
だ
っ
た
。
残

る
３
カ
所
は
「
普
通
」
だ
っ

た
。

　

９
カ
所
の
観
測
点
で
は
、

鉄
や
マ
ン
ガ
ン
、
ク
ロ
ム
、

銅
と
い
っ
た
重
金
属
類
が
基

準
値
を
超
え
て
い
た
上
、
ト

レ
ス
・
マ
リ
ア
ス
貯
水
ダ
ム

は
中
ほ
ど
ま
で
水
の
色
が
変

わ
っ
て
い
る
。
表
明
の
色
は

緑
だ
が
、
水
深
２
メ
ー
ト
ル

の
所
で
汚
泥
が
見
つ
か
っ
た

所
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
ダ
ム
決

壊
で
流
出
し
た
鉱
滓
流
入
が

原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
に
近
い

パ
ラ
オ
ペ
バ
川
に
流
入
し
た

汚
泥
の
大
半
は
レ
チ
ロ
・
バ

イ
シ
ョ
の
貯
水
ダ
ム
に
沈
殿

し
た
。
だ
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
過
す
る
位
の
微
細
な
汚

染
物
質
が
こ
の
貯
水
ダ
ム
を

経
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川

に
流
れ
込
み
、
重
金
属
類
汚

染
や
濁
り
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
の
だ
。
調
査
員
達
は
、

汚
泥
は
ト
レ
ス
・
マ
リ
ア
ス

貯
水
ダ
ム
で
沈
殿
す
る
だ
ろ

う
が
、
重
金
属
類
は
さ
ら
に

下
流
ま
で
流
れ
て
行
く
は
ず

だ
と
案
じ
て
い
る
。

　

国
家
水
資
源
庁（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

は
、
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
鉱

滓
が
ト
レ
ス
・
マ
リ
ア
ス
貯

水
ダ
ム
ま
で
届
い
た
と
の
報

告
を
否
定
し
、
パ
ラ
オ
ベ
バ

川
で
の
調
査
で
は
、
汚
泥
は

レ
チ
ロ
・
バ
イ
シ
ョ
貯
水
ダ

ム
に
も
至
っ
て
い
な
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・

ア
ト
ラ
ン
チ
カ
の
調
査
員
ら

は
、
雨
な
ど
で
水
量
が
増
し

た
川
の
濁
り
水
は
黄
色
っ
ぽ

い
が
、
鉱
滓
が
混
じ
っ
た
水

は
鉄
さ
び
の
色
だ
か
ら
一
目

瞭
然
と
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
見

解
を
否
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
大
西
洋
岸
森
林
全

体
で
は
、
飲
用
や
沐
浴
に
も

適
し
た
「
良
い
」
の
評
価
は

６
・
５
％
の
み
。「
普
通
」
は

７
４
・
５
％
、「
悪
い
」
は

１
７
・６
％
、「
最
悪
」
は
１
・

４
％
で
、「
最
良
」
は
ゼ
ロ

だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
財
団
に
よ
る
と
、
大
西

洋
岸
森
林
内
で
は
、
命
を
育

み
、
生
き
物
が
生
息
す
る
事

が
出
来
る
川
が
徐
々
に
減
っ

て
い
る
と
い
う
。
水
質
や
周

囲
の
環
境
が
劣
悪
で
飲
用
や

沐
浴
に
適
さ
な
い
「
悪
い
」

「
最
悪
」
の
地
点
は
１
９
％

で
、
５
３
河
川
に
上
っ
た
。

　

大
西
洋
岸
森
林
内
の
自
治

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
の
水
質
悪
化

【サッカー】

≪聖州選手権≫

準決勝・第１試合

3/30（土）

・サンパウロ対パルメイラス
（モルンビ競技場）

3/31（日）

・コリンチャンス対サントス
（アレーナ・コリンチャンス）

リベルタドーレス杯 1 次リー
グ第 3節

4/2（火）

・サンロレンソ対パルメイラ
ス（ペドロ・ビデガイン競技場）

ブラジル杯 3回戦第 2試合

4/3（水）

・コリンチャンス対セアラー
（アレーナ・コリンチャンス）

（３） ２０１９年第５２１０号  ３月 ２９日 （金曜日）

昨
年
同
期
の
３
・５
倍
超
す

「
株
で
貴
方
も
１
０
０
万
レ
ア
ル
！
」

証
券
会
社
の
Ｃ
Ｍ
が
話
題
に

デング熱やジカ熱、チクングニア熱を媒介するネッ
タイシマカ（Arquivo Agência Brasil）

擬
似
症
患
者
が
い
た
。
こ
ち

ら
も
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス
が

１
０
万
人
当
た
り
４
７
人
増

え
、
ア
ク
レ
も
同
９
・
５
％

増
を
記
録
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
ネ
ッ
タ
イ

シ
マ
カ
が
媒
介
す
る
チ
ク

国
の
死
者
の
半
数
に
あ
た

る
３
１
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。

　

だ
が
、
同
省
に
よ
る

と
、
今
年
の
患
者
数
は

ま
だ
、
２
０
１
６
年
の

１
〜
３
月
に
記
録
し
た
、

８
５
万
７
３
４
４
人
に
は
程

遠
く
、
流
行
と
い
う
レ
ベ
ル

に
は
及
ん
で
い
な
い
と
い

う
。

　

１
０
万
人
当
た
り
の
患

者
発
生
率
が
１
０
０
人
を

超
え
た
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス

（
６
０
２
・
９
人
）、
ア
ク

レ
（
４
２
２
・
８
人
）、
南

は
合
計
３
０
社
。
募
集
し
て

い
る
人
材
は
、
テ
レ
フ
ォ
ン

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

や
小
売
店
の
レ
ジ
係
、
接
客

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
計
６
千
人

分
だ
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は

２
９
日
ま
で
行
わ
れ
る
が
、

４
日
間
分
の
整
理
券
は
２
６

日
に
配
ら
れ
る
た
め
、
前
日

か
ら
泊
り
込
ん
だ
り
、
早
朝

に
家
を
出
た
り
し
た
人
が
長

蛇
の
列
を
作
っ
た
。

　

求
職
者
の
面
接
は
、
２
９

日
ま
で
の
４
日
間
、
午
前
８

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
行
わ

れ
る
。
面
接
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
フ
ォ
ル
モ
ー
ザ
街
９
９
番

の
商
業
関
係
労
組
ビ
ル
で
行

わ
れ
、
身
分
証
明
書
と
納
税

者
番
号
、
労
働
手
帳
、
履
歴

書
を
持
参
す
れ
ば
よ
い
。

　

主
催
者
側
の
労
組
に
よ
る

と
、
２
６
日
に
面
接
を
行
う

７
０
０
人
分
の
整
理
券
は
、

１
０
時
ま
で
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
以
上
の
番
号
の
人
は
、

２
７
〜
２
９
日
に
面
接
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

　

聖
市
経
済
開
発
労
務
局
の

職
員
に
よ
る
と
、「
今
回
の

合
同
求
職
イ
ベ
ン
ト
の
目
的

は
、
不
況
に
苦
し
む
市
民
に

労
働
市
場
に
復
帰
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
す
る
こ
と
」
だ

聖 市

と
い
う
。
市
役
所
側
は
、
テ

レ
フ
ォ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
と
レ
ジ
係
は
そ
れ

ぞ
れ
合
計
１
千
人
以
上
の
求

人
が
あ
り
、
職
を
得
る
チ
ャ

ン
ス
が
最
も
大
き
い
と
し
て

い
る
。

　

２
６
日
の
朝
４
時
半
か
ら

列
に
並
び
、
整
理
券
を
手
に

入
れ
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
シ
ル

ヴ
ァ
さ
ん
（
２
６
）
は
、
整

理
券
の
配
布
や
面
談
を
待
つ

間
も
、
行
列
に
並
ぶ
人
々
に

水
を
売
り
、
昼
食
代
を
稼
ご

う
と
し
て
い
た
。「
ど
ん
な

状
況
で
も
、
機
転
を
利
か
せ

れ
ば
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出
せ

る
の
さ
。
生
き
て
い
く
に
は

信
仰
心
と
ガ
ッ
ツ
が
必
要
っ

て
こ
と
だ
よ
」
と
語
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た

一
般
労
働
者
組
合
（
Ｕ
Ｇ

Ｔ
）
会
長
の
リ
カ
ル
ド
・
パ

タ
ー
氏
に
よ
る
と
、
今
回

の
求
人
の
平
均
給
与
は
月

額
１
５
０
０
レ
ア
ル
（
約

４
万
５
千
円
）
だ
が
、
５
千

レ
ア
ル
か
ら
６
千
レ
ア
ル
の

条
件
の
職
も
あ
る
と
い
う
。

（
２
６
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
２
７
日
掲
載
）

4/4（木）

・アトレチコ・ゴイアニエン
セ対サントス（アントニオ・
アシオリー競技場）

【今週公開の映画】

・ダンボ
　1941 年公開の名作ディズ
ニーアニメの実写版

【3/29 ～ 4/4 のコンサート】

3/31（日）
・フェスティバルＮＡＶＥ (エ
スパッソ・ダス・アメリカス　
R. Tagipuru, 795 - Barra 
Funda)

　伯国ポップ音楽界の人気女
性コンビ、アナヴィトーリア
がプロデュースする、有望新
人シンガー、グループを集め
たコンサート

【展覧会】

・クアドリーニョス（ＭＩ
Ｓ　Av.Europa,158 -Jardim 
Europa）
　世界的に有名な、歴史的な
コミックやマンガの原画展。3
月 31 日まで。

　

こ
の
Ｃ
Ｍ
を
流
し
た
の

は
、
証
券
会
社
エ
ン
ピ
リ
ク

ス
。
見
目
麗
し
い
女
性
が
語

り
か
け
る
Ｃ
Ｍ
に
つ
ら
れ
、

同
社
へ
の
取
り
引
き
口
座
開

設
の
申
し
込
み
は
殺
到
し
た

が
、
同
時
に
「
そ
ん
な
の
嘘

に
決
ま
っ
て
い
る
」「
彼
女

は
実
在
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」な
ど
の
反
応
も
、ツ
イ
ッ

タ
ー
を
中
心
に
巻
き
起
こ
っ

た
。

　

エ
ン
ピ
リ
ク
ス
は
そ
れ
に

対
抗
し
、
彼
女
を
再
び
Ｃ
Ｍ

に
登
場
さ
せ
た
。
新
た
な
Ｃ

Ｍ
で
の
彼
女
は
、
批
判
す
る

書
き
込
み
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
中
、
じ
っ
と
黙
っ
て
い
る

が
、
批
判
が
途
切
れ
る
と
、

挑
発
的
な
目
つ
き
で
「
私
は

ベ
ッ
チ
ー
ナ
。
自
分
独
り
の

力
で
、
３
年
間
で
１
０
０
万

　
「
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
ベ
ッ
チ
ー
ナ
、
２
２
歳
。

１
４
２
万
レ
ア
ル
の
資
産
を
持
っ
て
い
る
わ
。
み
ん

な
が
『
そ
ん
な
に
若
く
し
て
１
４
２
万
レ
ア
ル
も

持
っ
て
い
る
な
ん
て
普
通
じ
ゃ
な
い
』
っ
て
い
う
け

ど
、
そ
の
秘
訣
は
株
な
の
。
遺
産
を
相
続
し
た
わ
け

で
も
、
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
わ
け
で
も
な
い
わ
。
３

年
前
、
１
９
歳
の
時
に
１
５
２
０
レ
ア
ル
で
株
式
投

資
を
始
め
た
だ
け
な
の
…
」
１
２
日
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
煽
り
立
て
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
Ｃ
Ｍ
が
頻
繁
に

流
れ
始
め
た
。

デング熱

体
は
１
７
州
１
０
３
市
で
、

今
年
は
２
７
８
カ
所
で
水
質

な
ど
を
調
査
し
た
。

　

昨
年
も
調
査
し
た

２
３
６
カ
所
に
限
定
す
る

と
、「
普
通
」
は
７
８
％
が

７
５
・
４
％
、「
悪
い
」
は

１
７
・
４
％
が
１
６
・
９
％
に

減
っ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
数

字
に
は
有
意
差
は
な
い
。「
最

悪
」は
、ゼ
ロ
が
３
カ
所
、「
良

い
」
も
１
１
カ
所
が
１
５
カ

所
に
増
え
た
。

　
「
水
質
汚
濁
は
、
環
境
衛

ダム決壊直後のブルマジーニョ（Presidência da Republica/Divulgação)

求
人
イ
ベ
ン
ト
に
応
募
者
殺
到

行
列
で
、水
を
売
る
人
ま
で
登
場

生
面
の
管
理
が
出
来
て
お
ら

ず
、
現
行
モ
デ
ル
が
機
能
し

て
い
な
い
か
不
十
分
で
あ
る

事
を
示
す
。
こ
れ
は
人
権
や

持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
観

点
を
軽
視
し
て
い
る
証
拠
」

と
言
う
の
は
、
同
財
団
所
属

の
生
物
学
者
で
環
境
教
育
家

の
セ
ー
ザ
ル
・
ペ
ゴ
ラ
ロ
氏

だ
。
水
質
改
善
に
は
、
各
地

域
の
実
情
に
沿
い
、
各
流
域

の
委
員
会
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
全
国
的
な
水
資
源
対
策

が
不
可
欠
だ
。

　

聖
市
と
労
働
組
合
が
合
同

開
催
す
る
、
求
職
者
に
雇

用
を
紹
介
す
る
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
が
２
６
日
に

始
ま
り
、
同
日
朝
だ
け
で

１
万
５
千
人
（
主
催
者
発

表
）
の
求
職
者
が
、
市
内
中

心
部
の
ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア

ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
に
大
行
列

を
作
っ
た
。

　

今
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
に
参
加
し
て
い
る
企
業

　

２
年
連
続
で
「
良
い
」
と

評
価
さ
れ
た
所
は
、
原
生
林

が
残
り
、
周
辺
が
保
護
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
水
源
地

や
河
岸
、
地
下
水
が
流
れ
る

地
域
の
土
地
の
利
用
方
法
に

問
題
が
あ
り
、
森
林
伐
採
が

進
ん
で
い
る
地
域
の
川
は
、

「
悪
い
」「
最
悪
」
と
の
評

価
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

（
２
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
２
６
日
掲
載
）

　

保
健
省
と
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

政
府
が
、
同
州
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
２
０
日
か
ら
始
め

る
事
を
決
め
、
１
９
日
に
同

州
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
マ
知
事

が
発
表
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
例

年
、
４
月
に
行
わ
れ
る
が
、

同
州
で
は
２
月
以
降
、
Ｈ
１

Ｎ
１
型
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
大
流
行
し
、
２
８
人

の
死
者
も
出
て
い
る
た
め
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
前
倒
し
す

る
事
に
な
っ
た
。

　

昨
年
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で

の
Ｈ
１
Ｎ
１
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
患
者
は
１
７
人
で
、

死
者
も
３
人
だ
っ
た
が
、
今

年
は
既
に
、
６
６
６
人
も
の

擬
似
症
患
者
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
１
０
７
人
が

Ｈ
１
Ｎ
１
型
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
事
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
死
者
も

２
８
人
に
上
っ
て
い
る
。

　

１
９
日
の
発
表
は
、
同
州

保
健
局
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
局
長
や
、
マ

ナ
ウ
ス
市
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・

ヴ
ィ
ル
ジ
リ
オ
・
ネ
ッ
ト
市

長
、
保
健
省
感
染
病
予
防
局

の
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ソ
ン
・
ク
レ
ベ

ル
局
長
も
同
席
し
て
行
わ
れ

た
。

　

ク
レ
ベ
ル
局
長
は
、
予
防

接
種
は
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を

防
ぐ
事
は
出
来
な
い
が
、
患

者
や
死
者
の
発
生
を
減
ら
す

事
は
出
来
る
と
説
明
。
予
防

接
種
と
並
行
し
て
、
頻
繁
に

手
を
洗
う
、
症
状
が
出
た
ら

７
週
間
は
外
出
を
避
け
る
、

人
ご
み
や
閉
鎖
空
間
を
避
け

る
、
換
気
に
気
を
つ
け
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

取
り
、
水
分
を
充
分
に
取
る

と
い
っ
た
注
意
を
怠
ら
な
い

事
も
要
請
し
た
。

　

同
局
長
は
、
医
療
関
係

者
に
も
、
症
状
が
現
れ
た
ら

４
８
時
間
以
内
に
投
薬
を

行
う
事
な
ど
を
求
め
、
現
場

の
対
応
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。

　

同
州
保
健
局
は
先
週
末
か

ら
、
各
自
治
体
の
保
健
局
と

協
力
し
、
連
邦
政
府
が
送
付

し
た
１
０
０
万
人
分
以
上
の

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
配
布

や
、
予
防
接
種
を
行
う
た
め

の
場
所
の
整
備
な
ど
を
進
め

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
ど

ん
な
に
遠
い
地
域
で
も
２
２

日
ま
で
に
届
く
と
い
う
。

　

優
先
的
に
予
防
接
種
を
受

け
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
妊
婦
、
１
歳
以
上
６

歳
未
満
の
子
供
、
医
療
関
係

者
、
先
住
民
、
高
齢
者
、
公

立
校
や
私
立
校
の
教
師
、
慢

性
病
や
免
疫
が
低
下
す
る
病

気
の
患
者
、
刑
務
所
の
職
員

な
ど
。
社
会
階
層
に
よ
っ
て

は
１
２
〜
２
１
歳
の
青
少
年

も
対
象
と
な
る
と
い
う
。

　

な
お
、
保
健
省
は
、
今
年

は
他
の
州
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
例
年
よ
り
約
２
週
間
前
倒

し
し
、
４
月
１
０
日
か
ら
５

月
３
１
日
ま
で
と
す
る
と
の

意
向
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
半
（
４

月
１
０
日
〜
２
１
日
）
の
対

象
は
、
子
供
や
妊
婦
な
ど
に

限
定
さ
れ
る
が
、
２
２
日
以

降
は
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ

全
員
が
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。（
１
９

日
付
保
健
省
サ
イ
ト
よ
り
、

２
３
日
掲
載
）

由
は
、
２
人
が
は
じ
め
て
テ

レ
ビ
で
サ
ン
デ
ィ
＆
ジ
ュ
ニ

オ
ル
と
し
て
歌
を
披
露
し
て

か
ら
の
３
０
周
年
を
記
念
し

て
の
も
の
だ
。｢

ノ
ッ
サ
・

イ
ス
ト
リ
ア
（
私
た
ち
の
歴

史
）｣

と
銘
打
た
れ
た
再
結

成
ツ
ア
ー
は
、
全
国
１
０
都

市
１
２
公
演(

リ
オ
と
聖
市

の
み
２
公
演)

で
、
６
月
か

ら
８
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
各
公
演
地
で

発
売
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
こ

の
チ
ケ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
、
販

売
本
部
の
前
で
徹
夜
を
し
て

並
ぶ
人
が
続
出
し
て
い
る
こ

と
が
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
光
景
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
・
チ
ケ
ッ
ト
を
比
較

的
の
ん
び
り
と
、
あ
わ
て
ず

に
買
う
こ
と
が
多
い
伯
国
で

は
き
わ
め
て
め
ず
ら
し
い
こ

と
だ
。

　

８
月
２
４
日
に
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
る
聖
市
で
は
、

特
定
銀
行
カ
ー
ド
所
有
者
に

対
す
る
先
行
発
売
が
２
０
日

に
は
じ
ま
っ
た
が
、
午
前

１
０
時
の
発
売
開
始
の
は
ず

な
の
に
、
発
売
本
部
で
あ

る
市
内
中
央
部
の
パ
カ
エ

ン
ブ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
の
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
前
に
は
、
前

日
の
夜
１
０
時
か
ら
徹
夜
で

並
び
始
め
る
人
が
出
る
な

ど
、
人
が
殺
到
。
そ
の
長
蛇

の
列
は
マ
ス
コ
ミ
を
も
驚
か

せ
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
ネ
ッ
ト

で
の
販
売
も
行
わ
れ
た
が
、

１
８
万
人
の
人
が
殺
到
し
た

と
い
う
。
会
場
の
ア
リ
ア
ン

ツ
・
パ
ル
ケ
は
４
万
人
を
収

容
で
き
る
。
２
回
公
演
で
入

れ
る
人
数
は
８
万
と
す
る

と
、
そ
の
倍
以
上
の
人
数
が

申
し
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
２
０
日
に

リ
オ
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
も
発

売
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
あ

い
に
く
の
強
い
雨
が
降
り
し

き
る
中
で
の
発
売
。
そ
れ
で

も
、
チ
ケ
ッ
ト
を
求
め
る
長

蛇
の
列
に
影
響
は
出
ず
、
多

く
の
フ
ァ
ン
が
復
活
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
列
を
な
し
て

い
た
。（
２
０
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
電
子
版
な
ど
よ
り
、

２
３
日
掲
載
）

チ
ケ
ッ
ト
争
奪

戦
で
長
蛇
の
列

Ｓ
＆
Ｊ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
フ
ァ
ン
血
眼
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（５） ２０１９年第５２１０号  ３月 ２９日 （金曜日）
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OSCAR NIEMEYER
(1907-2012) TERRITÓ-
RIOS DA CRIAÇÃO
Curadoria: Marcus Lontra e 
Max Perlingeiro.
Onde: Instituto Tomie Ohtake
(R. Coropés 88, Pinheiros) 
Abertura 02/04
Horário: 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br 

TASWIR – A FOTOGRA-
FIA ÁRABE CONTEM-
PORÂNEA
Onde: Instituto Tomie Ohtake
(R. Coropés 88, Pinheiros)
De 29/03 A 28/04 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE “O PODER DO 
SHOJO MANGA” - RIO 
DE JANEIRO/RJ
Artistas: Fumi Yoshinaga, 
Moto Hagio, Masako Wa-
tanabe, Machiko Satonaka, 
Reiko Okano, Hideko Mizu-
no, Suzue Miuchi, Leiji 
Matsumoto, Miyako Maki, 
Fusako Kuramochi, Ichiko 
Ima e Akimi Yoshida.
Onde: Centro Cultural da 
UERJ (Rua São Francis-
co Xavier 524, Maracanã, 
Rio de Janeiro/RJ)
Visitação: 15/03 a 11/04
Horário: 2ªs à 6ªs das 10h 
às 19h
Ingresso: Entrada Gratuita

TOMIE OHTAKE
BRASA RUBOR
Curadoria: Paulo Miyada
Onde: Instituto Tomie Ohtake
(Rua Coropés 88, Pinheiros)
Dias 15, 16 e 17/03/2019
Inicio 07/03
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br

EXPOSIÇÃO
“RUY OHTAKE:
O DESIGN DA FORMA”
Curadoria: Fábio Maga-
lhães, Marili Brandão e 
Priscyla Gomes.
Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
De 26/02 a 14/04
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou
www.institutotomieohtake.org.br 

ARCHITECTURE FOR 
DOGS:
ARQUITETURA PARA 
CÃES
Onde: Japan House
(Av Paulista 52, Bela Vista)
De 19/01 a 07/04
Horario: 3ª a Sábado das 
10h às 20h e domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informaçoes: 11/3090-8900 
www.japanhouse.jp/saopaulo 
– Proibida a entrada de animais 
de estimação.
VISITAS GUIADAS
Dias: Quartas e Sextas
Horários: 11h, 13h, 15h e 17h30

PAVILHÃO JAPONÊS – 
PARQUE DO IBIRAPUERA 
Onde: Pavilhão Japonês
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/SP 
Onde: Casarão do Chá (Estra-
da Do Chá cx 05, acesso pela 
Estrada do Nagao, km 3, Co-
cuera, Mogi das Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os do-
mingos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – 
visitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamen-
tos 11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br 

CINEMA

BUNKYO CINEMA
Filme: Ninguém para cui-
dar de mim (Daremo ma-
motte kurenai)
Direção: Ryoichi Kimizuka
Ano de Produção: 2009
Legendado: português
Dia: Primeira quarta-feira 
útil do mês, às 13h
 (03/04/2019)
Onde: Pequeno Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, prédio anexo, 3º 
andar, Liberdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos
(ingressos serão distribuídos 
30 minutos antes de cada ses-
são, por ordem de chegada)
Informações: 11/3208-1755 e
             www.bunkyo.org.br

EVENTO 

KARAOKE-DANCE DO 
NIKKEY CULTURAL
Onde: NIKKEY CULTU-
RAL II
(Rua Barão de Iguape, 
135 - 2 ANDAR)
TODAS AS QUINTAS E 
SÁBADOS
Horário: 8h às 16h
                  (Serve Almoço)
Informações: 11/99857-3845 

com Iritsu
*De TERÇAS E SÁBADOS
Aulas de Tango com o 
Prof Hudson Falasca
(Curso de Férias)
Informações: 11/94851-3627 

KARAOKÊ-DANCE
NIKKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de propor-
cionar um ambiente fami-
liar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas prefe-
ridas e dançam ritmos como 
o chá chá chá , rumba, forro 
, samba e country. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Brasil 
(Av Dr Antonio Maria Laert 
275, 100m do Metro Tucuruvi) 
Dia 31/03
Horário: 8h às 18h e das 18h 
às 22h Bailes com música ao vivo.
Informações: 11/99857-3845      
                           com Iritsu

AKIMATSURI 2019
– 34º FESTIVAL DE 
OUTONO MOGI DAS 
CRUZES/SP
Onde: Centro Esportivo Bunkyo
(Av. Japão 5919, Porteira 
Preta, Mogi das Cruzes/SP)
Dias 06,07,13 e 14/04
Horário: sábados 10h às 22h 
e domingos 10h às 21h
Informações: 11/4791-2022 
e www.akimatsuri.com.br

BAILE ÉRIKA KAWA-
HASHI
Música ao vivo com Érika 
Kawahashi e o Vocalista Is-
samu. Personal Dancers da 
Academia “Dançando na Lua”.
Onde: Associação Miyagui 
(Rua Fagundes 152, Metro 
São Joaquim)
Dia 06/04/
Horário: 17h30 às 22h
 (das 17h30 às 18h
   – karaokê por meia hora) 
Informações: 11/2578-3829 e       
                     11/99827-9925 e
erika.kawahashi@yahoo.
com.br

13º FESTIVAL DE TAIKO 
TENRYUU WADAIKO
Onde: Assoc Cult e Despor-
tiva Nikkey de São Miguel 
Paulista (Ao Lado da Praça 
São João de Cortes 08, São 
Miguel)
Dia 07/04
Horário: 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/2584-5027

5º FESTIVAL DELÍCIAS 
DA KIBÔ-NO-IÊ
Onde: Espaço Hakka
(R. São Joaquim 460, Liberdade)
Dia 07/04
Horário: 11h30 às 17h
Informações: 11/5049-2695 
e contato@kibonoie.org.br

11ª NOITE DO HAVAÍ
Onde: Espaço Multiuso do 
Bunkyo (Rua São Joaquim 
381, Liberdade)
Dia 13/04/2019
Horário: 18h às 23h
Ingresso: R$45,00 na porta
e R$40,00 antecipado
Estacionamento (terceiriza-
do): Rua Galvão Bueno, 540
Informações: 11/3208-1755
- Secretaria do Bunkyo e 
11/99904-2237 - Beth Pro-
moter

ABERTURA DE FOR-
NADA DE CERÂMICA 
NOBORIGAMA EM 
CUNHA/SP
Onde: Rua Paulo Jarbas da 
Silva 150, Estância Climáti-
ca de Cunha/SP
Dia 20/04/2019
       – Sábado de Carnaval
Horário: Abertura das Câ-
maras 10, 12, 14 e 16h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 12/3111-1530
PRÓXIMAS ABERTURAS:
                           29/06/2019

MIYAMA HIROSHI
CONCERT IN BRAZIL
Participações Especiais: 

Matsumae Hiroko e
           Nakamura Hitomi
Onde: Bunkyo (Rua São 
Joaquim 381, Liberdade)
Dia 16/06
Horário: 11h (1ªsessão+ce-
rimônia) e 15h (2ªsessão)

Informações: 11/3207-
6626 e 11/3266-2087

CURSO 

CURSO DE CERÂMICA
Com: Makoto Fukuzawa
Onde: Rua Fidalga 960, 
Vila Madalena
Início das Aulas: 08/04
Dias: Segunda: 14h às 17h; 
Terça: 18h30 às 21h30; e 
Sábado: 9h às 16h
Informações: makotofor-
maefogo@gmail.com

16ª OFICINA DE COMIDA
JAPONESA CASEIRA – 
CHAWAN MUSHI
Onde:  Rua 1º de Janeiro 53, 
Vila Clementino
(ao lado do metrô Santa Cruz)
Dia 07/04
Horário: 8h às 13h
Valor: R$330,00
(inclui apostila, ingredientes, 
utensílios, um brinde especial 
e almoço de confraternização)
Inscrições:
cursos@kaminaricomunicacao.
com.br 
WhatsApp: 11/97130-3335

CURSO DE CULTURA 
E ETIQUETA SOCIAL 
JAPONESA 
Professora: LUMI TOYODA
Onde: KENREN
(Rua São Joaquim 381, 5º 
andar, Liberdade)
Dias 06 e 13/04
Horário: 14h às 18h
Valor: R$420,00 (público 
em geral)  e
R$210,00 (Kenren)
Inscrições:
bit.ly/etiquetacomlumi 
Informações:
etiquetajaponesa@gmail.com

ESCOLA ENTRÓPICA 
DO INSTITUTO TOMIE 
OHTAKE
LUCAS BAMBOZZI E 
FERNANDO VELÁZ-
QUEZ 
Exercícios de refl exão e 
criação a partir de seus in-
teresses e projetos pessoais.
Onde: Instituto Tomie Ohtake
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
Duração: 4 encontros
Período: 1, 8, 15 e 22/04
Horário: segundas-feiras, 
das 19h às 23h
Vagas: 20
Valor: R$ 620,00 (Gratuito 
para os alunos matriculados 
nos Grupos de Estudo)
Público: artistas e interessa-
dos em artes visuais
Informações e Inscrições:
                  11/2245-1900 ou
www.institutotomieohtake.org.br

CURSOS DA NIKKEY 
CULTURAL
Onde: Rua Tomas Gonza-
ga 95, 4andar, Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas 
(japones, inglês e espa-
nhol), teclado, informatica 
para a 3ª idade e dança de 
salão. E agora Curso de 
Tênis de Mesa.
Informações: 11/99857-3845

Iritsu

LABORATÓRIO COM 
RUY OHTAKE –
OUTRAS POSSIBILIDA-
DES DA MADEIRA NO 
DESIGN

Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
Dias 30/03, 06/04
(23/03 presença de Ruy 
Ohtake, das 14h às 18h); 
30/03 (com acompanha-
mento da equipe do Ofi -
cina Lab, das 9h às 18h); 
06/04 (com a presença de 
Ruy Ohtake, das 9h às 18h)
Público: Estudantes univer-
sitários de cursos de Design
Vagas: 15
Inscrições por email:
participacao@institutoto-
mieohtake.org.br
(até dia 01/03/2019)
Lista de selecionados será 
divulgada a partir de 15/03
Informações: 11/2245-1900 ou
www.institutotomieohtake.org.br 

PALESTRA

PALESTRA GRATUI-
TAS DO CIATE
MARÇO/2019
30/03 – Sábado – 15h às 17h
“Apoio Assitencial: Saiba 
como o Japão se preparou 
para receber os estrangei-

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail:cris_kisihara@hotmail.com
TEL: 11/3340-6060

ros a partir de abril/2019”
Palestrante: Erico Onodera
                    - Professor de Japônes no Ciate.
E “30 anos do Fenômeno Decasségui e as 
fases da contratação de mão de obra es-
trangeira no Japão”
Palestrante: Dr Masato Ninomiya
                     - advogado, Presidente do Ciate.
Onde: Ciate
    (Rua São Joaquim 381, 1andar, sala 11)
Informações: 11/3207-9014

IV COLÓQUIO EM ESTUDOS JAPONESES
Onde: Biblioteca da Fundação Japão em 
São Paulo (Av. Paulista 52, 3º andar, Paraíso)
Dia 03/04
Horário: 19h30 às 21h
Capacidade: 20 pessoas
Informações: 11/3141-0110
Ingressos: Entrada Gratuita
– É necessário retirar senha (uma por pes-
soa) no local, meia hora antes do evento

PALESTRA: CULTURA JAPONESA
– OS VALORES ESSENCIAIS
Onde:  Associação Cultural Mie
(Av. Lins de Vasconcelos 3352, Vila Mariana)
Dia 21/04 (domingo)
Horário: 9h às 12h30
Ingresso: Entrada Gratuita
(Colabore doando produtos de higiene pes-
soal como shampoo, condicionador, loção 
para o corpo, creme dental, entre outros. Os 
produtos serão doados ao Kibo-No-Iê)
Informações: www.abrademi.com/index.
php/cultura-japonesa-os-valores-essenciais
-entrada-franca  ou www.kibonoie.org.br 

週
末
お
で
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「
こ
の
本ほ

ん

を
通つ

う

じ
て
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
市し

民み
ん

の
記き

憶お
く

の
中な

か

に
、
親し

ん

愛あ
い

な
る
コ
ロ
ニ
ア
の
多た

大だ
い

な
る
貢こ

う

献け
ん

が
永え

い

久き
ゅ
うに
残の

こ

る
だ
ろ
う
」
―
―
２
３
日に

ち

夜よ
る

、
同ど

う

市し

の
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

運う
ん

動ど
う

連れ
ん

盟め
い

会か
い

館か
ん

に
て
、
上う

え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

史し

『
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
に
於お

け
る
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

入に
ゅ
う

植し
ょ
く２
０
１
８
』
の
刊か

ん

行こ
う

式し
き

が
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
なわ
れ
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
マ
ノ
エ
ウ
・

ノ
ゲ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン
コ
市し

長ち
ょ
うは
こ
う
賛さ

ん

辞じ

を
送お

く
っ
た
。
昨さ

く

年ね
ん

に
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

を
お

迎む
か

え
し
、
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
大だ

い

祭さ
い

典て
ん

を
挙き

ょ

行こ
う

し
た
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
。
一い

ち

連れ
ん

の
祭さ

い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
締し

め

括く
く

る
記き

念ね
ん

史し

刊か
ん

行こ
う

に
約や

く

１
５
０
人に

ん

が
駆か

け
つ
け
た
。

当と
う

地ち

に
於お

け
る
記き

念ね
ん

史し

刊か
ん

行こ
う

は
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
年ね

ん

、
５
０

年ね
ん

に
次つ

ぐ
３
回か

い

目め

。
郷

き
ょ
う

土ど

歴れ
き

史し

家か

マ
リ
ア
・
レ
ジ
ー
ナ
・

ア
ン
ド
ラ
ー
ジ
・
ヘ
イ
エ
ス
氏し

が
２
年ね

ん

係か
か

り
で
調

ち
ょ
う

査さ

・
執し

っ

筆ぴ
つ

し
、
初し

ょ

期き

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

と
そ
の

子し

孫そ
ん

の
家か

族ぞ
く

史し

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
纏ま

と

め
た
。同
ど
う

氏し

は
「
大お

お

仕し

事ご
と

だ
っ

た
。
疲つ

か

れ
て
漠ば

く

然ぜ
ん

と
不ふ

安あ
ん

を

感か
ん

じ
た
こ
と
も
」
と
開か

い

陳ち
ん

す

る
。
そ
ん
な
折お

り

、
頭あ

た
ま
に
よ
ぎ

っ
た
の
が
、
病

び
ょ
う

床し
ょ
うに
あ
っ
た
晩ば

ん

年ね
ん

の
上う

え

塚つ
か

翁お
う

が
、
安や

す

永な
が

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
の
手て

を
握に

ぎ

り
「
頑が

ん

張ば

れ

よ
、
頑が

ん

張ば

れ
よ
」
と
語か

た

り
か

け
た
そ
の
言こ

と

葉ば

だ
っ
た
。
こ
れ

を
励は

げ

み
に
一い

っ

軒け
ん

一い
っ

軒け
ん

を
廻め

ぐ
っ
て

資し

料り
ょ
うを
集あ

つ

め
、
よ
う
や
く
完か

ん

成せ
い

を
見み

た
。

　

植
し
ょ
く

民み
ん

地ち

建け
ん

設せ
つ

か
ら
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
うま
で
の

主し
ゅ

要よ
う

な
出で

来き

事ご
と

が
全す

べ

て
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
た
。
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
日に

っ

系け
い

人じ
ん

口こ
う

調ち
ょ
う

査さ

も
実じ

っ

施し

さ
れ
、
実じ

っ

態た
い

が
数す

う

値ち

で
明あ

き

ら
か
と
な
っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
レ
ジ
ー
ナ
氏し

、

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
市し

長ち
ょ
う、
ア
ブ

ラ
ン
・
ダ
・
ロ
ジ
ャ
・
サ
レ
ス

市し

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
飯い

い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル

元も
と

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

を
助じ

ょ

成せ
い

し
た
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

財ざ
い

団だ
ん

の
西に

し

尾お

ロ
ベ
ル
ト
義よ

し

弘ひ
ろ

理り

事じ

長ち
ょ
う、
ノ

ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協
き
ょ
う

会か
い

の
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う、
吉よ

し

田だ

正ま
さ

広ひ
ろ

同ど
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し

た
。

　

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
市し

長ち
ょ
うは

「
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
表

ひ
ょ
う

象
し
ょ
う

す
る
言こ

と

葉ば

は
結け

っ

束そ
く

だ
。
数か

ず

多お
お

く
の
困こ

ん

難な
ん

に
も
関か

か
わ
ら
ず
、
殿で

ん

下か

を
お
迎む

か

え
で
き
た
。
現げ

ん

政せ
い

権け
ん

に
お
い
て
最も

っ
と
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
出で

来き

事ご
と

の
一ひ

と
つ
で
あ
り
、
殿で

ん

下か

ご
臨り

ん

席せ
き

の
下も

と

で
祭さ

い

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

で
き
た
の
は
全ぜ

ん

市し

民み
ん

に
と
っ
て

誇ほ
こ

り
」
と
話は

な

し
、「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

着ち
ゃ
く

港こ
う

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
そ
し
て

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
の
歴れ

き

史し

を
も
変か

え
た
。
親し

ん

愛あ
い

な
る
コ
ロ
ニ
ア
の

皆み
な

様さ
ま

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くな
く
し
て
今こ

ん

日に
ち

の
市し

の
発は

っ

展て
ん

は
な
か
っ
た
」
と

惜お

し
み
な
い
賛さ

ん

辞じ

を
送お

く
っ
た
。

　

安や
す

永な
が

会か
い

長ち
ょ
うは
「
こ
の
本ほ

ん

は

　

昨さ
く

年ね
ん

２
月が

つ

に
輸ゆ

入に
ゅ
う

解か
い

禁き
ん

と
な
っ
た
日に

本ほ
ん

産さ
ん

和わ

牛ぎ
ゅ
う。
今こ

ん

月げ
つ

１
１
日に

ち

に
は
正せ

い

式し
き

に
市し

場
じ
ょ
う

に
流

り
ゅ
う

通つ
う

す
る
和わ

牛ぎ
ゅ
うが
グ
ア
ル

ー
リ
ョ
ス
空く

う

港こ
う

に
到と

う

着ち
ゃ
く

し
、

１
４
日か

に
通つ

う

関か
ん

し
た
。
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

大た
い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
で
販は

ん

売ば
い

目も
く

的て
き

の
日に

本ほ
ん

産さ
ん

和わ

牛ぎ
ゅ
うの
輸ゆ

入に
ゅ
うは
初は

じ

め
て
。

　

輸ゆ

入に
ゅ
うし
た
の
は
、マ
ル
セ
ロ・

シ
ン
ボ
氏し

（
三さ

ん

世せ
い

）
が
経け

い

営え
い

す
る
「
プ
ラ
イ
ム
・
カ
ー
タ

ー
社し

ゃ

」。
輸ゆ

入に
ゅ
う
さ
れ
た
和わ

牛
ぎ
ゅ
う

は
、
食

し
ょ
く

肉に
く

事じ

業ぎ
ょ
うを
展て

ん

開か
い

す
る

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
社し

ゃ

の
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

産さ
ん

伊い

藤と
う

和わ

牛ぎ
ゅ
う２
８
４

キ
ロ
だ
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
ブ
ラ
ジ
ル
産さ

ん

牛ぎ
ゅ
う

肉に
く

の
取と

り
扱あ

つ
か

い
の
ほ
か
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
や
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど

か
ら
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

を
輸ゆ

入に
ゅ
うし
、
国こ

く

内な
い

２
２
州し

ゅ
う

、
５
５
０
店て

ん

舗ぽ

以い

上
じ
ょ
う

に
卸お

ろ

し
て
い
る
。

　

シ
ン
ボ
氏し

は
「
ブ
ラ
ジ
ル

コ
ロ
ニ
ア
の
皆み

な

さ
ん
の
記き

録ろ
く

そ

の
も
の
。
レ
ジ
ー
ナ
氏し

は
じ

め
皆み

な

さ
ん
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
お
陰か

げ

で

完か
ん

成せ
い

し
た
」
と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ

た
。
飯い

い

星ほ
し

元も
と

下か

議ぎ

は
「
プ
ロ

ミ
ッ
ソ
ン
の
み
な
ら
ず
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

全ぜ
ん

体た
い

に
と
っ
て
大お

お

き
な
遺い

産さ
ん

と
な
る
」
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

。
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
「
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
歴れ

き

史し

を
伝で

ん

め
る

は
も
と
も
と
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

大た
い

国こ
く

だ
が
、

こ
こ
３
〜
４
年ね

ん

で
市し

場じ
ょ
うが
大お

お

き
く
変か

わ
っ
た
。
グ
ル
メ
を

扱あ
つ
か

う
テ
レ
ビ
番ば

ん

組ぐ
み

の
影え

い

響
き
ょ
う

で
、
中

ち
ゅ
う

間か
ん

所し
ょ

得と
く

層そ
う

が
高こ

う

級き
ゅ
う

肉に
く

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

ち
始は

じ

め
て
い
る
」

と
説せ

つ

明め
い

。

　
さ
ら
に
「
日に

本ほ
ん

産さ
ん

和わ

牛ぎ
ゅ
うは
、

外が
い

食し
ょ
く

店て
ん

、
小こ

売う
り

店て
ん

へ
卸お

ろ

す
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通つ

う

じ

た
直

ち
ょ
く

販は
ん

を
考か

ん
が

え
て
い
る
。
小こ

売う
り

価か

格か
く

は
検

け
ん
と

討う

中ち
ゅ
うだ
が
、
現げ

ん

和わ

牛ぎ
ゅ
うを
取と

り
出だ

す
シ
ン
ボ
氏し

と
大お

お

久く

保ぼ

所し
ょ

長ち
ょ
う

花
はな

束
たば

を受
う

け取
と

った著
ちょ

者
しゃ

のレジーナさん

昨
さく

年
ねん

の「さんしんの日
ひ

」で、こてい節
ぶし

を踊
おど

る２人

来
らい

社
しゃ

した島
しま

袋
ぶくろ

さん、岩
いわ

谷
や

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

購
こう

入
にゅう

した新
あたら

しいクラブ

会
かい

議
ぎ

室
しつ

等
など

に使
つか

えそうな部
へ

屋
や

ん
し
ん
の
日ひ

」（
照て

る

屋や

マ
ウ
ロ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
が
３
１
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
区く

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

大だ
い

ホ
ー
ル(R

. D
r. T
om
as 

de Lim
a, 7
2
)

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う１
５
レ
。
三さ

ん

線し
ん

が
当あ

た
る
く
じ
引び

き
付つ

き

。

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

で
毎ま

い

年と
し

３
月が

つ

４
日か

に
開ひ

ら

か
れ
て
い
る
同ど

う

名め
い

の
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

を
受う

け
て
始は

じ

ま
っ
た
同ど

う

イ
ベ
ン
ト
。
当と

う

地ち

で
は
毎ま

い

年と
し

同ど
う

日じ
つ

に
近ち

か

い
日に

ち

曜よ
う

日び

に
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
が
、
今こ

年と
し

は
カ
ー

ニ
バ
ル
と
重か

さ

な
っ
た
こ
と
か
ら

日に
っ

程て
い

を
延え

ん

期き

し
て
の
開か

い

催さ
い

と

な
っ
た
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うの
島し

ま

袋
ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
三さ

ん

線し
ん

」
は
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

７
日か

に

国く
に

の
伝で

ん

統と
う

工こ
う

芸げ
い

品ひ
ん

に
指し

定て
い

さ

れ
た
。
同ど

う

県け
ん

内な
い

で
の
伝で

ん

統と
う

工こ
う

芸げ
い

品ひ
ん

は
１
６
品ひ

ん

目も
く

で
、
全ぜ

ん

国こ
く

３
位い

。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
同ど

う

県け
ん

　聖
せい

市
し

ビラ・マリアーナ区
く

の好
こう

立
りっ

地
ち

にある商
しょう

業
ぎょう

向
む

け一
いっ

軒
けん

家
や

２階
かい

建
だ

て物
ぶっ

件
けん

が、現
げん

在
ざい

売
う

りに出
で

ている。建
けん

築
ちく

面
めん

積
せき

は３９１
平
へい

米
べい

。大
だい

サロン、会
かい

議
ぎ

等
など

に使
つか

える部
へ

屋
や

が５つ、寝
しん

室
しつ

が１部
へ

屋
や

、キッチンも広
ひろ

めだ。
　研

けん

究
きゅう

室
しつ

として使
し

用
よう

されていた部
へ

屋
や

には、引
ひ

き出
だ

しが沢
たく

山
さん

あって面
おも

白
しろ

い。屋
おく

上
じょう

にはシュラスケイラもあり、みなでシュラ
スコが楽

たの

しめるくつろぎのイベント・スペースとなっている。
　この物

ぶっ

件
けん

は所
しょ

有
ゆう

会
がい

社
しゃ

が昨
さく

年
ねん

１０月
がつ

にリフォームしたばか
り。売

ばい

却
きゃく

に際
さい

して「ぜひ日
にっ

系
けい

の会
かい

社
しゃ

、団
だん

体
たい

等
など

に使
つか

ってほしい」
とのこと。移

い

転
てん

等
など

を検
けん

討
とう

している団
だん

体
たい

や会
かい

社
しゃ

は、一
いち

度
ど

見
けん

学
がく

し
てみては？
　問

とい

合
あわ

せは大
おお

空
ぞら

不
ふ

動
どう

産
さん

、（１１）３２７４・６７７５／
３２７７・８５４５、担

たん

当
とう

、丸
まる

山
やま

ロザリナさんまで。

　

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
市し

に
生う

ま
れ

て
現げ

ん

在ざ
い

も
住す

む
安や

す

永な
が

孝こ
う

道ど
う

さ

ん
（
７
５
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

刊か
ん

行こ
う

式し
き

で
、
目め

を
細ほ

そ

め
て
「
上う

え

塚つ
か

公こ
う

園え
ん

の
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
うに
あ
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
は
、
僕ぼ

く

達た
ち

の
手て

で
作つ

く

り

上あ

げ
て
き
た
も
の
。
で
も
、
一い

ち

番ば
ん

思お
も

い
出で

深ぶ
か

い
の
は
上う

え

塚つ
か

周
し
ゅ
う

平へ
い

街か
い

道ど
う

の
標

ひ
ょ
う

識し
き

さ
。
こ
の
型か

た

の
文も

字じ

は
僕ぼ

く

が
書か

い
た
ん
だ
。

ナ
イ
フ
で
切き

っ
て
、
手て

に
豆ま

め

が

出で

来き

た
の
を
覚お

ぼ

え
て
い
る
よ
」

と
笑え

み
を
こ
ぼ
し
た
。
街ま

ち

の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
貢こ

う

献け
ん

が
刻き

ざ

ま
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

昨さ
く

年ね
ん

の
「
第だ

い

１
３
回か

い

さ
ん

し
ん
の
日ひ

」
で
は
野の

村む
ら

流り
ゅ
う

音お
ん

楽が
く

協き
ょ
う

会か
い

、
野の

村む
ら

流り
ゅ
う

古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

民み
ん

謡よ
う

会か
い

、

初し
ょ

期き

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

の
家か

族ぞ
く

史し

を
編へ

ん

纂さ
ん

市し

長ち
ょ
う

「
殿で

ん

下か

ご
出し

ゅ
っ

席せ
き

、全ぜ
ん

市し

民み
ん

の
誇ほ

こ

り
」

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
で
流

り
ゅ
う

通つ
う

す
る
高こ

う

級き
ゅ
う

肉に
く

の
１
０
倍ば

い

程て
い

度ど

に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
語か

た

る
。

　

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
社し

ゃ

の

木き

嶋じ
ま

亨り
ょ
う

専せ
ん

務む

は
「
ブ
ラ
ジ
ル

は
世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

消し
ょ
う

費ひ

大た
い

国こ
く

で
、
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

に
こ
だ
わ
り
を

持も

ち
、
肉に

く

の
味あ

じ

に
敏び

ん

感か
ん

な
方か

た

が
多お

お

い
。
す
で
に
普ふ

及き
ゅ
う

し
て

い
る
ブ
ラ
ジ
ル
産さ

ん

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｙ

Ｕ
と
は
品ひ

ん

質し
つ

が
異こ

と

な
る
本ほ

ん

物も
の

の
和わ

牛ぎ
ゅ
う
を
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
も

こ
だ
わ
り
の
味あ

じ

、
輸ゆ

入に
ゅ
う

第だ
い

１
号ご

う

本ほ
ん

物も
の

の
和わ

牛ぎ
ゅ
う

が
つ
い
に
上じ

ょ
う

陸り
く

「
三さ

ん

線し
ん

と
踊お

ど

り
で
楽た

の

し
み
ま
し
ょ
う
」

第だ
い

１
４
回か

い

さ
ん
し
ん
の
日ひ

、３
１
日に

ち

ニ
ッ
ポ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

旧き
ゅ
う

東と
う

京き
ょ
う

銀ぎ
ん

行こ
う

の
施し

設せ
つ

を
購こ

う

入に
ゅ
う

会
かい

社
しゃ

や会
かい

館
かん

にいかが？

楽た
の

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

普ふ

及き
ゅ
うに
努つ

と

め
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
佐さ

さ々

木き

ワ
ル
テ
ル

理り

事じ

長ち
ょ
う、
以い

下か

Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
は

今こ

年と
し

始は
じ

め
に
昔む

か
し

の
東と

う

京き
ょ
う

銀ぎ
ん

行こ
う

（
現げ

ん

・
東と

う

京き
ょ
う

三み
つ

菱び
し

銀ぎ
ん

行こ
う

）
の

ク
ラ
ブ
を
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
。
同ど

う

ク

ラ
ブ
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
本ほ

ん

拠き
ょ

点て
ん

と

同お
な

じ
聖せ

い

州し
ゅ
うア
ル
ジ
ャ
ー
市し

に

所し
ょ

在ざ
い

。
数す

う

カ
月げ

つ

の
交こ

う

渉し
ょ
うを
終お

え
て
契け

い

約や
く

が
成せ

い

立り
つ

し
た
。

佐さ

さ々

木き

理り

事じ

長ち
ょ
うは
二ふ

た

つ
の

理り

由ゆ
う

か
ら
同ど

う

ク
ラ
ブ
を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
た
と
振ふ

り
返か

え

る
。
一ひ

と

つ
目め

は
「
会か

い

員い
ん

の
満ま

ん

足ぞ
く

度ど

を
挙あ

げ

る
た
め
に
快か

い

適て
き

で
心こ

こ

地ち

よ
い

環か
ん

境き
ょ
う

を
提て

い

供き
ょ
う

し
た
か
っ
た
」

と
説せ

つ

明め
い

。
ま
た
、
も
う
一ひ

と

つ

は
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
有ゆ

う

力り
ょ
くな
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

と
し
て
続つ

づ

き
、
後こ

う

世せ
い

へ

の
財ざ

い

産さ
ん

と
し
て
残の

こ

せ
る
よ
う

投と
う

資し

し
た
」
と
話は

な

す
。

　

同ど
う

ク
ラ
ブ
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
か
ら

１
・
５
キ
ロ
の
距き

ょ

離り

に
あ
り
、

優ゆ
う

良り
ょ
う

設せ
つ

備び

や
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

を

入
にゅう

植
しょく

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

史
し

を刊
かん

行
こう

プロミッソン

（７） ２０１９年第５２１０号  ３月 ２９日 （金曜日）

の
に
寄き

与よ

す
る
」
と
称た

た

え
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
弊へ

い

紙し

刊か
ん

行こ
う

の
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
来ら

い

伯は
く

記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

集し
ゅ
うの
販は

ん

売ば
い

も
行お

こ
なわ
れ
た
。

出し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

ら
は
記き

念ね
ん

史し

を
紐ひ

も

解と

い
て
昔

む
か
し

話ば
な
しに
花は

な

を
咲さ

か
せ
る

と
と
も
に
、
感か

ん

動ど
う

の
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
歴れ

き

訪ほ
う

の
余よ

韻い
ん

に

浸ひ
た
っ
て
い
た
。

子し

弟て
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
普ふ

及き
ゅ
う
し
て
い

る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
三さ

ん

線し
ん

と
踊お

ど

り
で
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
楽た

の

し
ま
せ
る
予よ

定て
い

だ
。
島し

ま

袋ぶ
く
ろさ
ん
と
岩い

わ

谷や

賢け
ん

司じ

持も

つ
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
理り

事じ

会か
い

で

は
、
今こ

ん

後ご

も
設せ

つ

備び

改か
い

良り
ょ
う

等な
ど

　

上う
え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周
し
ゅ
う

年ね
ん

の
一い

ち

連れ
ん

の
祭さ

い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

は
、

今こ
ん

後ご

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

な
ら
び
に

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

を
以も

っ
て
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うと
な

る
見み

込こ

み
だ
。

　

勝か

ち
負ま

け
抗こ

う

争そ
う

や
上う

え

塚つ
か

翁お
う

が
住す

ん
で
い
た
地じ

所し
ょ

の
売ば

い

却
き
ゃ
く

問も
ん

題だ
い

に
端は

し

を
発は

っ

し
て
関か

ん

係け
い

が

縺も
つ

れ
、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協
き
ょ
う

会か
い

と
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

運う
ん

動ど
う

連れ
ん

盟め
い

の

二に

団だ
ん

体た
い

が
並へ

い

存ぞ
ん

し
て
い
た
当と

う

地ち

。
だ
が
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
二に

団だ
ん

体た
い

が
統と

う

合ご
う

を
見み

据す

え
て
祭さ

い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

を
発ほ

っ

足そ
く

し
、
こ
れ
ま
で
歩ほ

調ち
ょ
うを
合あ

わ

せ
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
て
取と

り

組く

ん
で

き
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
度た

び

の
刊か

ん

行こ
う

式し
き

に
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
岡お

か

地ぢ

建た
け

宣の
ぶ

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う、
現げ

ん

会か
い

長ち
ょ
うで
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
前ま

え

田だ

フ
ァ
ビ
オ
氏し

は
欠け

っ

席せ
き

。
舞ぶ

台た
い

で
名な

前ま
え

が
呼よ

ば
れ

る
も
、
姿す

が
た

を
現あ

ら
わ

す
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

意い

思し

疎そ

通つ
う

に
問も

ん

題だ
い

が
発は

っ

生せ
い

し
て
誤ご

解か
い

を
生う

ん
よ
う
だ

が
、
膝ひ

ざ

を
突つ

き
合あ

わ
せ
て
話は

な

し
て
み
て
は
。
せ
っ
か
く
力

ち
か
ら

を
併あ

わ

せ
て
大だ

い

祭さ
い

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

し

た
の
だ
か
ら
、
こ
の
終お

わ
り

か
た
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

祭さ
い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
最さ

い

後ご

の
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

に
は
、
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
名な

の
下も

と

に
一い

ち

同ど
う

が
集

し
ゅ
う

結け
つ

す
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
た
い
。

（
航
）

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う
は
、「
毎ま

い

年と
し

、
多お

お

く
の
方か

た

に
集あ

つ

ま
っ
て
い
た
だ
い

　

野の

村む
ら

流り
ゅ
う

古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

協き
ょ
う

会か
い

ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

等な
ど

の
４
団だ

ん

体た
い

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「
第だ

い

１
４
回か

い

さ

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

の
各か

く

ブ
ラ
ジ
ル

支し

部ぶ

が
共

き
ょ
う

催さ
い

し
、
約や

く

５
０
０

人に
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
集あ

つ

ま
っ
て
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

を
楽た

の

し
ん
で
い
た
。

最さ
い

初し
ょ

に
、
か
ぎ
や
で
節ぶ

し

、
辺び

野ぬ

喜ち

節ぶ
し

、
揚あ

ぎ

作ち
く

田て
ん

節ぶ
し

で
華は

な

々ば
な

し
く
開か

い

幕ま
く

。
さ
ら
に
、
武た

け

田だ

節ぶ
し

之の

踊お
ど
りと
こ
て
い
節ぶ

し

の
歌か

舞ぶ

、

舞ぶ

踊よ
う

で
は
鷲わ

し

の
鳥と

り

や
カ
サ
舞ま

い

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
民み

ん

謡よ
う

の
か
り

ゆ
し
ぬ
踊お

ど

り
、
平へ

い

和わ

ぬ
願ね

が

い

な
ど
で
は
、
若わ

か

者も
の

や
子こ

供ど
も

に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

と
歌う

た

に
会か

い

場じ
ょ
うの
手て

拍び
ょ
う

子し

が
合あ

わ
さ
っ
た
。
さ
ら

に
、
レ
キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

エ
イ
サ
ー
太た

い

鼓こ

、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

国こ
く

祭ま
つ

り
太た

い

鼓こ

ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

が
勇ゆ

う

壮そ
う

な
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

も
披ひ

露ろ
う

し
て

会か
い

場じ
ょ
うを
魅み

了り
ょ
うし
た
。
お
楽た

の

し

み
の
一ひ

と

つ
は
、
２
階か

い

の
食

し
ょ
く

堂ど
う

で

協き
ょ
う

和わ

婦ふ

人じ
ん

会か
い

が
提て

い

供き
ょ
うす
る
お

手て

製せ
い

の
沖お

き

縄な
わ

そ
ば
だ
。「
お
ふ

く
ろ
の
味あ

じ

」
は
ま
だ
ま
だ
健け

ん

在ざ
い

。

て
い
ま
す
。
初は

じ

め
て
の
方か

た

も
、
ぜ
ひ
楽た

の

し
み
に
き
て

く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
１
０
６
・８

の
取と

り
組く

み
を
行お

こ
な

う
計け

い

画か
く

を

話は
な

し
て
い
る
。

　
「
既す

で

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

野や

球き
ゅ
うの
ク
ラ
ブ
か
ら
球

き
ゅ
う

場じ
ょ
うを

良よ

く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声こ

え

が
上あ

が
っ
て
い
る
」
と
佐さ

さ々

木き

理り

事じ

長ち
ょ
う。
今こ

ん

回か
い

の
取と

り
組く

み
で
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
今こ

ん

後ご

更さ
ら

に

素す

晴ば

ら
し
い
団だ

ん

体た
い

に
な
る
だ

ろ
う
」
と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
た
。

８
２
３
）
ま
で
。



Momento da inauguração da fábrica de automóveis da Honda em Itirapina-SP. 
Da esquerda para a direita: João Maria Cândido Prefeito de Itirapina, Luciana funcionária da Honda, 
João Dória Junior Governador do Estado de São Paulo, Issao Mizoguchi Presidente da Honda South 
America, Hiroshi Saito Vice-Presidente Sênior e Roberto Akiyama Vice-Presidente de Automóveis.

João Dória Junior - Governador do Estado de São Paulo.

A fábrica de Itirapina está em uma área de 5,8 milhões de m2, com uma área construída de 138.000 m2.  Os novos robôs utilizados 
na nova fábrica são 30% mais rápidos que os utilizados na fábrica de Sumaré-SP.  Na cabine de pintura seis robôs utilizam tinta que 
elimina uma camada do processo e reduz em 60% as emissões de gases voláteis. 

Em uma grande cerimônia 
com a presença do 
Governador de São Paulo 
João Dória Junior (61), do 
Prefeito de Itirapina João 
Maria Cândido, imprensa 
e convidados, a Honda 
inaugurou no último dia 27 
(quarta), sua nova fábrica 
de automóveis localizada 
na cidade de Itirapina, a 
220 km da capital. 
O investimento realizado 
foi de R$ 1,0 bilhão e conta 
com 450 colaboradores 
que já estão produzindo o 
Fit e a lateral do WR-V.
O início da produção 
aconteceu no dia 27 
de fevereiro com o 
faturamento do primeiro 

A Toyota do Brasil 
anunciou que o norte-
americano Steve St. Angelo, 
CEO da Toyota para a 
América Latina e Caribe 
(TLAC), vai se aposentar. 
O atual gerente geral da 
Divisão América Latina & 
Caribe e vice-presidente, 
Masahiro Inoue, assumirá 
sua posição a partir de 1º 
de abril de 2019.
St. Angelo ingressou na 
Toyota North America 
após ter deixado a General 
Motors Corporation em 
2005 e atuou como Senior 
Managing Officer da 
Toyota Motor Corporation 
desde 2009. Antes de ser 
nomeado CEO da TLAC 
em março de 2013, St. 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
ホンダ自動車、サンパウロ州内陸部
イチラピーナ市に新工場をオープン

Honda inaugura nova fábrica 
de automóveis em Itirapina, no 
interior do Estado de São Paulo

Toyota anuncia importante alteração no 
comando da América Latina e Caribe

Enquanto algumas montadoras ameaçam fechar 
fábricas no Brasil a Honda comandada por Issao 
Mizoguch, segue investindo forte no país.

Atual CEO para a América Latina e Caribe Steve St. Angelo, será 
substituído por Masahiro Inoue, a partir de 1º de abril de 2019

Fit produzido em Itirapina. 
O Fit também continua 
sendo produzido na fábrica 
de Sumaré-SP, juntamente 
com o Civic, City, HR-V e 
WRV. 
Posteriormente, toda a 
produção do Fit e de outros 
modelos serão transferidos 
para a fábrica de Itirapina. 
O próximo modelo a ser 
produzido em Itirapina 
será o WR-V, a partir de 
agosto.
A nova fábrica está 
equipada com os mais 
modernos processos 
de produção e de baixo 
impacto ambiental, além do 
novo processo de pintura a 
base d´água, funcional e 

Angelo atuou em vários 
cargos executivos dentro 
da divisão de manufatura 
e engenharia da Toyota, 
além de ter sido o primeiro 
Diretor-Chefe de Qualidade 
da empresa. 
Ele também foi membro 
do Comitê Executivo da 
Toyota Motor Corporation.
St. Angelo foi encarregado 
de regionalizar os negócios 
da América Latina e Caribe 
para melhor posicionar e 
manter o sucesso futuro 
da Toyota. 
Entre as principais 
contribuições de St. 
Angelo está no fato da 
Toyota estar realizando 
um enorme esforço para 
introduzir a tecnologia 

sustentável.
A capacidade da nova 
fábrica é de 120.000 
unidades ao ano, em dois 
turnos.
De acordo com a 
montadora, novas 
tecnologias aplicadas 
à estamparia, solda e 
outras etapas, permitem 
processos otimizados com 
ganhos de produtividade.
Na fábrica de Sumaré, 
permanecem as atividades 
de: produção de motor, 
fundição e usinagem, 
injeção plástica, engenharia 
da qualidade, planejamento 

híbrida no Brasil. 
Em outubro deste ano o 
Corolla híbrido começará 
a ser vendido no país 
produzido na fábrica de 
Indaiatuba-SP 
A TLAC representa 40 
países na América do 
Sul e Central, além do 
Caribe, com operações 
na fabricação de veículos, 
motores e componentes 
na Argentina, Brasil e 
Venezuela.
Nos últimos cinco anos, 
a TLAC investiu mais de 
US$ 2 bilhões na região, 
incluindo expansões em 
suas fábricas no Brasil e 
na Argentina.

トヨタは、ラテンアメリカ及びカリブ海地域最高
経営責任者の交代に関する重大ニュースを発表

多数の自動車メーカーがブラジルでの工場閉鎖を危惧する
一方で、日系２世のイサオ・ミゾグチ社長（５９）により
率いられるブラジル・ホンダは、国内での投資を継続

２０１９年４月１日から、ラテンアメリカ及びカリブ海
地域の現最高責任者（ＣＥＯ）スティーブ・セイント・
アンジェロ本部長に代わり、井上雅宏部長が本部長に就任
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Issao Mizoguchi – Presidente da Honda South América.

industrial e logística. Lá 
está localizada a sede da 
Honda South América, 
o centro de pesquisa 
e desenvolvimento de 
automóveis, peças e centro 
de treinamento técnico.
Como a fábrica de Itirapina 
ficou pronta no final 
de 2015, aguardando a 
recuperação do mercado 
de automóveis brasileiro, 
a empresa ficou fora do 
recém-lançado programa 
do Governo do Estado de 
São Paulo, o “IcentivAuto”, 
que prevê descontos de 2,7 
a 25% no ICMS de veículos 
produzidos no Estado, 
que sejam resultados de 
investimento mínimo de 
R$ 1,0 bilhão e gerem no 
mínimo 400 empregos.
O presidente da Honda 
South America Issao 
Mizoguchi (59), disse que 
gostaria de poder voltar 
no tempo para incluir o 
investimento de Itirapina 
no programa do governo do 
Estado de São Paulo, mas 
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que agora a prioridade é 
recuperar o valor investido.
A fábrica de Itirapina 
está em uma área de 
5,8 milhões de m2, com 
uma área construída de 
138.000 m2, que incluem 

estamparia, solda, pintura 
e montagem final.
De acordo com a Honda, 
a nova fábrica vai 
proporcionar expressivos 
ganhos de produtividade.
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